
穂
高
へ
の
旅
―
橘 

一
男
を
偲
ん
で
― 

悲
し
い
報
せ 

オ
ー
イ
、
橘
、
今
涸
沢
に
つ
い
た
よ
、 

お
前
が
こ
ん
な
に
山
を
愛
し
て
い
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。 

お
前
が
結
婚
し
た
こ
と
も
、
闘
病
生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と
も
・
・
・
・
・ 

五
月
中
旬
の
あ
る
さ
わ
や
か
な
昼
下
が
り
自
宅
の
郵
便
ポ
ス
ト
に
「
は
が
き
」

が
一
葉
入
っ
て
い
た
。 

内
容
は
五
月
九
日
、
肝
臓
癌
で
死
亡
し
た
友
人
の
訃
報
通
知
だ
っ
た
。 

お
葬
式
を
済
ま
せ
た
こ
と
、
生
前
、
彼
は
遺
言
と
し
て
「
身
辺
の
整
理
が
着
い

た
な
ら
で
き
る
だ
け
早
く
報
せ
て
欲
し
い
」
と
・
・
・ 

そ
の
遺
言
に
そ
っ
て
届
い
た
悲
し
い
報
せ
だ
っ
た
。 

未
亡
人
の
お
名
前
が
リ
ユ
子
さ
ん
。
始
め
て
知
っ
た
。 

「
何
で
お
前
が
死
な
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
」
と
い
う
の
が
そ
の
時
の
気
持

ち
だ
っ
た
。 

直
ち
に
私
は
橘 

未
亡
人
に
手
紙
を
送
っ
た
。 

 

拝
啓
、
新
緑
の
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
突
然
、
奥
様
か
ら
訃
報
を
知
ら
さ
れ
慟
哭
の
念
に
た
え
ま
せ
ん
。 

お
葬
式
は
ご
家
族
で
お
済
ま
し
に
な
っ
た
と
の
こ
と
、
彼
ら
し
い
身
の
引
き
方

で
あ
る
と
感
銘
し
て
い
ま
す
。
遠
く
紀
州
の
地
か
ら
「
安
ら
か
に
眠
り
給
へ
」

と
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。「
五
反
田
お
よ
び
四
谷
」
の
Ｍ
産
業
時

代
、
そ
の
後
浜
松
町
の
Ｃ
ペ
ト
ロ
テ
ッ
ク
時
代
、
一
緒
に
仕
事
を
し
ま
し
た
。 

優
秀
で
、
上
司
か
ら
信
頼
さ
れ
。
同
僚
か
ら
は
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

私
と
は
年
齢
も
近
く
仲
の
良
い
友
達
で
し
た
。
Ｔ
ビ
ル
の
食
堂
や
新
橋

の
場
末
の
酒
場
で
よ
く
酒
を
飲
み
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
が
早
世
の

原
因
か
も
、
奥
那
須
野
、
二
俣
温
泉
に
仲
間
十
人
ほ
ど
と
山
菜
採
り
に

行
っ
た
こ
と
、
テ
ニ
ス
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
ゴ
ル
フ
を
し
た
こ

と
な
ど
楽
し
い
思
い
出
が
次
々
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
ど
う
か
安
ら
か
に

お
眠
り
く
だ
さ
い
。 

少
し
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
霊
前
に
お
供
え
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。 敬

具 

橘 

リ
ユ
子
様 

平
成
十
八
年
五
月
十
七
日 

 
 

栗
栖 

靖 

 

私
は
定
年
ま
で
あ
と
四
年
の
平
成
九
年
四
月
、
故
郷
に
近
い
大
阪
の 

Ｃ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
大
阪
支
社
に
転
勤
し
た
。 

橘
は
Ｃ
ペ
ト
ロ
テ
ッ
ク
に
い
た
が
会
社
が
第
三
次
早
期
退
職
者
を
募

っ
た
平
成
十
一
年
秋
頃
、
彼
は
退
職
し
た
。 

橘
は
石
油
化
学
に
関
す
る
知
識
や
技
術
が
豊
富
で
優
秀
で
あ
っ
た
。 

直
ぐ
に
別
の
会
社
に
就
職
し
た
。 

年
賀
状
の
や
り
取
り
は
し
て
い
た
が
私
の
身
内
に
不
幸
が
重
な
り 

平
成
十
五
年
以
降
、
音
信
は
途
絶
え
た
ま
ま
だ
っ
た
。 

橘
が
結
婚
（
五
十
八
歳
で
初
婚
）
し
た
こ
と
も
癌
に
侵
さ
れ
て
い
る 

こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た
。 
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五
月
二
十
○
日
夜
、
橘
未
亡
人
か
ら
電
話
を
い
た
だ
い
た
。 

夫
人 
「
も
し
も
し
橘
で
ご
ざ
い
ま
す
。
夜
分
恐
れ
入
り
ま
す
」
。 

 
「
ご
丁
寧
に
お
手
紙
ま
で
添
え
て
送
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
。 

栗
栖 

「
ど
う
い
た
し
ま
し
て 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
び
っ
く

り
い
た
し
ま
し
た
。
橘
が
結
婚
し
て
い
る
こ
と
も
癌
に
侵
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
知
ら
ず
元
気
に
い
る
も
の
と
思
い
ご
無
沙
汰
し
て
し
ま

っ
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
。 

夫
人 

「
ど
う
い
た
し
ま
し
て 

私
達
、
私
が
勤
め
て
い
る
会
社
の
社
長
の
ご

紹
介
で
五
年
前
、
結
婚
し
ま
し
た
の
」
。 

 
 
 

（
橘
は
テ
ニ
ス
が
上
手
く
神
宮
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
会
員
だ
っ
た
。
そ
の

社
長
も
会
員
、
テ
ニ
ス
仲
間
だ
っ
た
） 

栗
栖 

「
赤
ち
ゃ
ん
の
泣
き
声
聞
こ
え
ま
す
が
お
子
様
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す

か
？
」
。 

夫
人 

「
い
い
え
、
先
の
夫
と
の
間
に
で
き
た
娘
の
子
供
で
す
。
先
の
夫
も
平 

 
 

       

成
元
年
、
癌
で
亡
く
し
ま
し
た
。
私
は
再
婚
で
す
」
。 

「
娘
を
わ
が
娘こ

の
よ
う
に
、
孫
も
た
い
へ
ん
可
愛
が
っ
て
く
れ
ま
し

た
」
。 

「
私
に
も
た
い
へ
ん
良
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
や
さ
し
い
夫
で
し
た
」
。 

「
生
前
、
橘
は
三
人
同
じ
墓
に
入
ろ
う
ね
と
申
し
て
い
ま
し
た
」
。 

栗
栖 

「
私
は
退
職
後
二
年
、
Ｗ
県
経
営
者
協
会
に
お
世
話
に
な
り
今
は
遊
ん

で
い
ま
す
」
。 

「
山
が
好
き
で
Ｗ
県
の
マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
Ｗ
Ｍ
Ｃ
）

に
入
い
っ
て
ま
し
た
。
今
は
退
会
し
ま
し
た
が
・
・
・
」
。 

「
徒
然
に
山
登
り
や
郷
里
の
名
所
旧
跡
を
訪
ね
て
そ
の
紀
行

文
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
に
作
成
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
」
。 

「
『
紀
州
路
の
万
葉
集
』
も
作
っ
て
い
ま
す
。
一
度
、
私
の
Ｈ

Ｐ
見
て
く
だ
さ
い
。
短
編
小
説
も
載
せ
て
い
ま
す
」
。 

夫
人 

「
あ
ら
不
思
議
！ 

橘
は
癌
に
侵
さ
れ
て
か
ら
書
く
こ
と
を
趣

味
と
し
て
ま
し
た
の
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
好
き
な
花
か
ら 

『
ご
ぜ
ん
た
ち
ば
な
』
と
決
め
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
の
・
・
・
」
。 

「
山
も
大
好
き
で
月
一
回
の
割
合
で
行
っ
て
ま
し
た
」
。 

「
戒
名
は 

庭
球
登
山
物
書
居
士 

で
す
」
。 

「
栗
栖
さ
ん
が
Ｈ
Ｐ
お
持
ち
の
こ
と
橘
、
知
っ
て
ま
し
た
ら 

ど
ん
な
に
喜
ん
で
い
た
か
し
ら
非
常
に
残
念
で
す
」
。 

「
ア
ド
レ
ス
教
え
て
く
だ
さ
い
」
。 

栗
栖 

「
今
、
ア
ド
レ
ス
言
っ
て
も
や
や
こ
し
い
で
す
か
ら
後
で
送
り

ま
す
」
。 

「
早
く
見
た
い
の
な
ら
ヤ
フ
ー
の
検
索
エ
ン
ジ
に
『
紀
州 

万

葉
集
』
あ
る
い
は
『
大
峰
山 

南
奥
駈
』
と
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
し
ま
す
と
僕
の
Ｈ
Ｐ
出
て
き
ま
す
」
。 

後
日
、
「
Ｈ
Ｐ
見
た
」
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。 

 
  

 2



 

（
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
） 

亜
高
山
帯
の
林
内
に
生
え
る
ミ
ズ
キ
科
の
多
年
草
。 

白
い
４
枚
の
花
弁
は
実
は
ガ
ク
で
、
中
央
の
雄
し
べ 

と
雌
し
べ
の
小
花
の
集
合
体
の
部
分
が
花
に
あ
た 

 
  

る
。 

葉
が
６
枚
の
も
の
だ
け
に
花
と
実
が
つ
く
。 

赤
い
実
は
カ
ラ
タ
チ
バ
ナ
（
百
万
両
）
に 

似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
白
山
の
主
峰
、 

御
前
峰
か
ら
そ
の
名
を
と
っ
た
。 

  

遺
稿
集 

 

九
月
中
旬
の
金
曜
日
、
東
京
の
あ
る
出
版
社
か
ら
小
包
が
届
い
た
。 

開
い
て
見
る
と
「
橘 

一
男
遺
稿 

ご
ぜ
ん
た
ち
ば
な
著
作
集
」
だ
っ
た
。 

栗
栖
は
一
字
一
句
洩
ら
さ
ず
丁
寧
に
読
ん
だ
。 

読
み
終
え
る
と
感
想
を
添
え
礼
状
を
リ
ュ
子
未
亡
人
に
送
っ
た
。 

 

拝
啓
、
一
雨
ご
と
に
秋
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
親
友
「
橘 

一
男
遺
稿 

「ご
ぜ
ん
た
ち
ば
な
著
作
集
」を
ご
送
付
し
て
頂
き 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
行
一
行
か
み
締
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
読
ん
で
い
ま
す
。 

涙
が
止
め
処
と
な
く
出
て
き
ま
す
。
一
項
目
読
み
終
わ
る
と｢

神
宮
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で

撮
影
し
た
写
真
、
赤
岳
の
写
真
、
夫
人
と
の
自
宅
で
の
写
真
」
を
見
つ
め

て
・・・
・・ 

充
実
し
た
い
い
顔
を
し
て
い
ま
す
。 

奥
様
も
「
春
の
夢
み
た
い
」
と
申
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
リ
ユ
子
様
の
よ
う
な
素
晴

ら
し
い
伴
侶
を
得
、
幸
せ
だ
っ
た
五
年
間
の
結
婚
生
活
が
彼
の
写
真
の
中
に
表

れ
て
い
ま
す
。
友
人
と
し
て
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

リ
ユ
子
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
彼
と
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を 

胸
に
秘
め
て
気
丈
に
生
き
て
下
さ
い
ま
せ
。 

手
紙
を
書
き
終
え
て
庭
を
な
が
め
て
い
ま
す
と
「
こ
お
ろ
ぎ
が
」
う
る
さ
く
泣
い

て
い
ま
す
。 

僕
に
は
悲
し
く
聞
こ
え
ま
す
。 

こ
お
ろ
ぎ
の 

流
る
る
よ
う
に 

鳴
き
継
ぐ
を 

友
の
微
笑

ほ
ほ
え

み 

哀
れ
偲
は
ふ 

敬
具
、 

 
 

 
 

 
 

平
成
十
八
年
九
月
十
五
日
夜 

 (
追
伸) 

 

四
十
九
日
満
願
法
要
お
米
券
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

「お
リ
ユ
と
行
く
那
須
岳
」を
読
ん
で
十
年
前
の
五
月
、
橘
君
ら
と
奥
那
須
野

の
二
俣
温
泉
、
大
白
山
へ
山
菜
採
り
に
行
き
ま
し
た
。
共
通
す
る
那
須
に
不

思
議
な
ご
縁
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
文
書
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
お
読
み

く
だ
さ
い
。
ご
迷
惑
で
な
け
れ
ば
電
話
番
号
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

M
ail  y

_
k
u
rik

u@
 m
ku

…ne.
jp
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橘 
一
男
遺
稿 

「
ご
ぜ
ん
た
ち
ば
な
著
作
集
」
目
次
お
よ
び
内
容

を
紹
介
す
る
。 

一
、 

は
じ
め
に 

 

橘 

リ
ユ
子
・
・
・
・
6 

二
、 
ワ
ガ
輩
ハ
癌
デ
ア
ル
・
・
・
・
・
・
・
11 

三
、 
白
侘
助
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
17 

 
 

 

秀
吉
に
よ
っ
て
切
腹
さ
せ
ら
れ
た
利
休
の
無
念
さ
や
切

腹
の
理
由
を
考
察
し
て
い
る
。 

四
、 

花
菖
蒲
園(
神
宮
内
苑)

・
・
・
・
・
・
23 

 
 

 

菖
蒲
を
鑑
賞
に
訪
れ
た
中
年
女
性
の
た
わ
い
な
い
会
話

が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
。 

五
、 

危
な
い
ゲ
ー
ム
・
・
・
・
・
・
・
・
・
33 

 
 
 

宇
野
鴻
一
郎
、
川
上
宗
薫
ば
り
の
官
能
小
説
。 

六
、 

御
坂
峠
か
ら
黒
岳
へ
・
・
・
・
・
・
・
55 

 
 
 

峠
の
茶
屋
に
泊
留
し
た
井
伏
鱒
二
、
太
宰 
治
の
こ
と
、 

二
人
が
「
三
ツ
峠
山
」
に
登
っ
た
こ
と
等
。 

七
、 

吉
原 

 

三
浦
屋
・
・
・
・
・
・
・
・
61 

 
 
 

佐
久
間
象
山
、
井
上
淳
之
介(

馨)

、
吉
田
寅
次
郎
（
松
陰
）
、

勝
麟
太
郎
、
河
井
継
之
助
ら
に
よ
る
吉
原
三
浦
屋
で
の
遊

饗
。 

八
、 

―
Ｆ
・
Ａ
君
に
捧
げ
る
―
大
キ
レ
ッ
ト
縦
走
滑
落
事
故
に

つ
い
て
―
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
71 

 
 

 

北
ア
南
岳
か
ら
北
穂
縦
走
中
大
キ
レ
ッ
ト
で
遭
難
し
た

友
人
の
足
跡
と
遭
難
の
検
証
。 

九
、 

金
峰
山
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

87 

 
 
 

近
く
の
百
名
山
瑞
牆
山

み
ず
が
き
や
ま

や
そ
の
時
の
紀
行
文
。 

十
、 

お
リ
ユ
と
行
く
那
須
岳
・
・
・
・
・
・
・ 

95 

十
一
、
詩
「
初
冬
」
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
104 

十
二
、
詩
「
外
苑
の
並
木
道
」
・
・
・
・
・
・
・
・
106 

十
三
、
橘 

一
男
《
五
年
間
の
山
行
記
録
》
・
・
・
108 

 

十
四
、
ジ
ョ
ー
ジ 

エ
リ
オ
ッ
ト
原
作 

翻
訳 

サ
イ
ラ
ス
マ
ー
ナ
ー
物
語
・
・
・ 

111 

※ 

作
者
に
つ
い
て 

※ 

序
文 

登
場
人
物 

※ 

訳
者
よ
り 

※ 

翻
訳
原
本
に
つ
い
て
（
編
集
者
注
） 

 
 
 
 
 

十
五
、
編
集
者
よ
り 

 
 

御
前 

真
澄
・
・
・ 

238 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
物
語
は
十
九
世
紀
の
始
め
イ
ギ
リ
ス
の
片

田
舎
を
舞
台
に
し
て
流
浪
の
貧
し
い
は
た
織
り

職
人
サ
イ
ラ
ス 

マ
ー
ナ
ー
（
独
人
男
）
が
雪
深

い
道
で
凍
え
死
ん
で
い
る
母
の
腕
の
中
で
眠
っ

て
い
た
幼
児
を
救
い
だ
し
立
派
な
娘
に
育
て
上

げ
る
物
語
で
あ
る
。
訳
者
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に

こ
の
物
語
に
人
間
の
本
質
が
描
か
れ
て
お
り
、
登

場
人
物
の
い
ろ
い
ろ
な
人
の
口
を
使
っ
て
珠
玉 
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の
格
言
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
。 

遺
稿
集
の
８６
ペ
ー
ジ
に
平
成
十
三
年
八
月
中
旬
、
橘
が
リ
ユ
子
さ
ん
、 

娘
さ
ん
と
三
人
で
奥
穂
に
登
り
頂
上
で
撮
影
し
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

帰
り
は
涸
沢
か
ら
パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
を
通
り
上
高
地
に
下
り
た
ら
し
い
。
栗
栖

は
む
し
ょ
う
に
穂
高
に
行
き
た
く
な
っ
た
。 

 

登
行
準
備 

 

栗
栖
は
五
年
前
か
ら
秋
の
涸
沢
を
計
画
し
て
い
た
。 

一
目
こ
の
美
し
い
紅
葉
を
妻
、
由
美
子
に
見
せ
た
か
っ
た
。
特
に
心
地
よ
い
音

を
た
て
な
が
ら
清
い
流
れ
の
梓
川
と
明
神
岳
、
前
穂
等
穂
高
連
峰
を
左
に
見
な

が
ら
涸
沢
ま
で
二
人
で
歩
き
た
か
っ
た
。 

毎
年
、
計
画
す
る
が
い
ざ
行
く
段
階
で
何
か
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
り
実
行
は
頓

挫
し
て
し
ま
う
。
今
年
も
そ
の
現
象
が
発
生
し
た
。 

こ
の
ま
ま
で
は
何
年
た
っ
て
も
行
け
な
い
。
悪
い
慣
習
を
断
ち
切
る
た
め
に
も

行
き
た
か
っ
た
。 

思
い
切
っ
て
一
人
で
行
く
こ
と
に
し
た
。 

横
尾
や
涸
沢
小
屋
の
連
休
は
混
む
ら
し
い
。 

半
畳
の
布
団
に
三
な
い
し
四
人
寝
る
と
の
こ
と
。
連
休
は
避
け
た
方
が
い
い
。 

エ
ブ
リ
サ
ン
デ
イ
の
身
、
そ
れ
に
単
独
行
の
た
め
条
件
は
整
っ
て
い
る
。 

十
月
五
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
涸
沢
の
天
気
予
報
と
紅
葉
情
報
を
調
べ
た
。 

紅
葉
は
十
日
前
後
が

も
良
い
。
天
気
も
安
定
し
て
い
る
。 

登
行
日
を
九
日
～
十
二
日
と
決
め
た
。 

単
独
の
場
合
山
小
屋
は
予
約
な
し
で
い
い
、
疲
労
度
を
考
え
る
と
十
二

日
直
行
で
Ｗ
市
に
帰
る
こ
と
は
無
謀
な
の
で
木
曽
駒
高
原
別
荘
地
の

元
会
社
の
山
荘
に
泊
ま
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
は
予
約
制
な
の
で
早
速

申
し
込
み
を
し
た
。
幸
い
部
屋
は
空
い
て
い
た
。 

た
だ
ち
に
準
備
に
取
り
か
か
っ
た
。 

※ 

装
備 

 
 

自
在
性
水
筒
２
㍑
、
チ
タ
ン
コ
ッ
ヘ
ル
、
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
、 

洗
面
用
具
一
式
、
携
帯
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
、
ペ
ン
シ

ル
型
懐
中
電
灯
、
デ
ジ
カ
メ
、
携
帯
電
話
、
地
図
、
磁
石
、
メ
ガ

ネ
、
サ
ン
グ
ラ
ス
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
ナ
イ
フ
、
３
㍉
ロ
ー
プ
２
㍍

（
靴
紐
ス
ペ
ア
ー
や
靴
底
が
剥
が
れ
た
場
合
用
い
る
た
め
に
） 

手
帳
、
本
一
冊
、
携
帯
電
話
充
電
器
、
デ
ジ
カ
メ
ス
ペ
ア
ー
電
池
、

チ
タ
ン
ア
イ
ゼ
ン
４
本
爪
、
ピ
ッ
ケ
ル
。
ザ
ッ
ク
カ
バ
ー
。 

※ 

衣
類 

 
 

雨
具
、
羽
毛
防
寒
コ
ー
ト
、
軽
い
登
山
用
セ
ー
タ
ー
、 

ラ
ガ
ー
シ
ャ
ツ
、
赤
い
目
出
し
帽
、
登
山
用
ズ
ボ
ン
、 

登
山
用
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
抗
菌
肌
着
、
抗
菌
パ
ン
ツ
、
登
山
用
ソ
ッ
ク 

ス
２
、
厚
手
ソ
ッ
ク
ス
２
、
防
寒
手
袋
、
手
袋
、
軍
手
。 

※ 
食
料 

 
 

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
小
、
ア
ン
パ
ン
２
、
チ
ー
ズ
６
個
、
豚
汁
の
素
３ 

袋
、
コ
ー
ヒ
少
々
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
黒
飴
少
々
、
み
か
ん
５
個
、 

イ
カ
の
燻
製
一
袋
、
ピ
ー
ナ
ツ
一
袋
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
500

ml
、 

缶
ビ
ー
ル
４
本
。 
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こ
れ
ら
を
45
～
５５
㍑
の
リ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
に
詰
め
込
ん
だ
。 

登
山
後
の
衣
類
に
つ
い
て
は
30
㍑
の
ス
タ
ッ
フ
袋
に
別
途
詰
め
込
ん
だ
。 

皮
肉
に
も
連
休
初
日
の
七
日
台
風
１８
号
の
影
響
を
受
け
て
中
部
地
方
以
東
の

天
気
は
大
荒
れ
に
暴
れ
ま
く
っ
た
。
伊
豆
で
は
釣
り
船
転
覆
、
茨
城
県
日
立
沖

で
さ
ん
ま
漁
船
転
覆
の
海
難
事
故
、
山
で
は
白
馬
岳
で
中
高
年
の
女
性
二
人 

死
亡
、
奥
穂
で
四
人
死
亡
、
御
嶽
で
も
一
名
死
亡
の
遭
難
事
故
が
発
生
し
た
。

八
日
朝
、
も
う
一
度
涸
沢
の
紅
葉
情
報
と
穂
高
の
天
気
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

調
べ
た
。 

【
紅
葉
情
報
】 

昨
日
の
暴
風
雪
で
涸
沢
の
紅
葉
の
葉
っ
ぱ
が
だ
い
ぶ
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
っ

た
。
た
だ
し
、
ヒ
ュ
ッ
テ
か
ら
直
下
は
こ
れ
か
ら
が
見
ご
ろ
。 

【
涸
沢
ヒ
ュ
ッ
テ
の
登
山
情
報
】 

穂
高
に
向
か
う
登
山
道
の
夏
道
に
積
雪
あ
り
。 

涸
沢
周
辺
で
５

ｃｍ
、
稜
線
は
１０

ｃｍ
の
積
雪
あ
り
。 

涸
沢
か
ら
徳
沢
に
抜
け
る
「
屏
風
パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
」
に
も
積
雪
あ
り
。 

【
天
気
予
報
】 

九
日
～
十
三
日
の
旅
行
日
、
登
山
の
間
天
気
は
晴 

と
に
か
く
現
地
ま
で
行
っ
て
涸
沢
ヒ
ュ
ッ
テ
、
北
穂
山
荘
の
従
業
員
と
相
談

し
て
山
に
登
る
か
ど
う
か
決
め
る
こ
と
に
し
た
。 

   

Ｗ
Ｍ
Ｃ 

(
W
 
M
ou
n
tai

n
 
Cl
u
b

）
し
ゃ
く
な
げ
会 

 

話
は
少
し
横
道
に
逸
れ
る
が
Ｗ
Ｍ
Ｃ
し
ゃ
く
な
げ
会
に
つ
い
て
語
り

た
い
。 

Ｗ
市
は
風
向
明
媚
、
気
候
温
暖
、
万
葉
の
昔
か
ら
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る

人
口
四
十
万
人
の
古
い
城
下
町
で
あ
る
。 

定
年
後
、
栗
栖
は
年
老
い
た
母
の
面
倒
を
見
る
た
め
生
ま
れ
故
郷
に
戻

っ
た
。 

「
風
土
記
の
丘
」
で
知
り
合
っ
た
ド
ク
タ
ー
Ｆ
を
介
し
て
Ｗ
Ｍ
Ｃ
事
務

局
長
Ｍ
の
紹
介
で
平
成
十
六
年
十
二
月
Ｗ
Ｍ
Ｃ
に
入
会
し
た
。 

ま
だ
Ｗ
Ｍ
Ｃ
に
入
会
し
て
い
な
か
っ
た
平
成
十
六
年
の
春
、
や
は
り

「
風
土
記
の
丘
」
で
知
り
合
っ
た
オ
ー
ク
氏
と
吉
野
蔵
王
堂
か
ら
前
鬼

ま
で
の
北
奥
駈
三
泊
四
日
、
そ
の
秋
、
前
鬼
か
ら
熊
野
本
宮
ま
で
の
南

奥
駈
三
泊
四
日
を
決
行
し
た
。 

南
奥
駈
四
日
目
、
水
呑
金
剛
分
岐
で
道
に
迷
い
玉
置
神
社
に
引
き
返
し

3/4
達
成
し
た
と
こ
ろ
で
中
断
し
た
。 

栗
栖
は
ど
う
し
て
も
全
コ
ー
ス
制
覇
し
て
み
た
か
っ
た
。
入
会
し
た 

平
成
十
七
年
五
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
、
一
泊
二
日
で
栗
栖
が
リ
ー
ダ

ー
と
な
り
Ｗ
Ｍ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
女
子
八
名
（
平
均
年
齢
６４
歳
）
と
男
子

七
名
（
平
均
年
齢
６７
歳
）
総
勢
十
五
名
で
玉
置
神
社
か
ら
熊
野
本
宮
神

社
ま
で
歩
い
た
。 

玉
置
山
、
玉
置
神
社
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
で
有
名
な
所
で
あ
る
。 
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も
う
一
週
間
早
け
れ
ば
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
い
た
が
今
回
参
加
し
た
お
姉

さ
ん
方
の
よ
う
に 

少
し
水
々
し
さ
を
失
い
萎
ん
で 

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
お
姉
様
方 

同
様

盛
期
の
面
影
を
偲
ば
せ
る
に 

十
分
な
余
り
あ
る
美
し
さ
を 

放
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
参
加
し
た
お
姉
様
方
と 

そ
れ
に
今
回
の
山
行
き
に
参
加 

で
き
な
か
っ
た
が
メ
ン
バ
ー
全
員
か
ら 

尊
敬
さ
れ
慕
わ
れ
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
Ｙ
・
Ｙ
さ
ん
、 

栗
栖
と
趣
味
、
好
み
が
一
致
（
山
好
き
、
虎
キ
チ
、
愛
犬
家
）
、
あ
る
旅
行
社

の
山
旅
：
☆
☆
☆
☆
☆
コ
ー
ス
北
ア 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
コ
ー
ス
に
二
人
で
参
加

し
た
Ｙ
・
Ｍ
さ
ん
を
加
え
て
こ
れ
ら
の
お
姉
さ
ん
方
を
栗
栖
は
勝
手
に
「
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
お
姉
さ
ん
」
メ
ン
バ
ー
全
員
の
こ
と
を
『
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ク
ラ
ブ
』
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
栗
栖
の
大
好
き
な
花
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
で
あ
る
。 

ち
な
み
に
嫌
い
な
花
は
紀
州
の
名
医
華
岡
青
洲
が
世
界
で
始
め
て
乳
癌
の
摘

出
手
術
に
使
っ
た
麻
酔
薬
の
素
「
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
」
で
あ
る
。 

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ク
ラ
ブ
の
中
に
美
空
ひ
ば
り
、
江
利
チ
エ
ミ
、
雪
村
い
づ
み
と
同

年
輩
の
「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ジ
ャ
ン
ケ
ン
娘
が
い
る
。
彼
女
達
は
元
教
師
で
さ
し
ず

め
Ｒ
子
さ
ん
は
美
空
ひ
ば
り
で
Ｔ
美
さ
ん
は
江
利
ち
え
み
、
絵
を
た
し
な
み
生

け
花
の
師
匠
、
Ｔ
子
さ
ん
は
雪
村
い
づ
み
で
あ
る
。 

「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
ク
ラ
ブ
」
に
は
Ｗ
県
地
方
の
独
特
の
方
言
「
イ
ケ
ズ
（
意
地
の

悪
い
）
」
な
女
は
お
ら
ず
理
知
的
で
セ
ン
ス
溢
れ
る
女
性
達
ば
か
り
だ

っ
だ
。 

何
故
か
特
に
「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
娘
」
に
魅
か
れ
た
し
興
味
を
も
っ
た
。 

Ｒ
子
さ
ん
は
い
つ
も
話
題
を
提
供
し
先
導
し
他
の
二
人
は
聞
き
役
に

ま
わ
る
感
じ
だ
っ
た
。
そ
の
光
景
を
遠
く
か
ら
見
て
い
て
微
笑
ま
し
か

っ
た
。 

気
が
あ
っ
た
せ
い
か
月
例
以
外
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
山
歩
き
に
も
誘

っ
て
い
た
だ
き
藤
白
神
社
か
ら
有
田
宮
原
に
至
る
熊
野
古
道
や
龍
門

山
か
ら
飯
盛
山
、
岩
湧
山
、
近
く
の
里
山
に
も
よ
く
行
っ
た
。 

彼
女
達
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
事
は
多
く
を
語
ら
な
か
っ
た
が
Ｔ
美
さ

ん
の
旦
那
さ
ん
は
同
じ
会
社
の
先
輩
で
あ
る
し
Ｔ
子
さ
ん
の
義
弟
は

二
年
後
輩
で
あ
っ
た
。 

Ｔ
子
さ
ん
の
義
弟
と
は
二
人
と
も
四
十
数
年
前
の
独
身
時
代
ド
レ
メ

に
通
学
し
て
い
た
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
三
人
と
男
子
数
人
で
生
石
山
に

登
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
数
年
後
、
義
弟
は
妻
子
を
Ｗ
市
に
残

し
て
東
京
近
辺
の
独
身
寮
に
入
り
本
社
に
単
身
赴
任
し
て
い
た
。
あ
る

と
き
社
宅
が
近
か
っ
た
た
め
独
身
寮
の
ゴ
ル
フ
打
ち
っ
放
し
場
で
家

内
と
私
は
義
弟
に
ば
っ
た
り
出
会
っ
た
。
「
社
宅
へ
遊
び
に
来
い
よ
」

「
夕
飯
で
も
一
緒
に
食
お
う
」
と
誘
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
結
局
彼
は

来
な
か
っ
た
が
そ
れ
か
ら
数
年
後
、
私
が
失
意
の
ド
ン
底
で
東
北
の
子

会
社
か
ら
親
会
社
と
同
じ
ビ
ル
の
関
連
会
社
に
転
勤
し
て
来
た
と
き

彼
は
親
会
社
で
出
世
し
て
い
て
そ
し
て
私
を
赤
坂
の
居
酒
屋
に
誘
っ

て
く
れ
た
。 

 7



彼
は
妻
子
を
残
し
て
さ
び
し
い
思
い
を
し
て
い
る
と
き 

「
家
に
来
な
い
か
」
「
飯
で
も
食
お
う
」
と
誘
っ
て
く
れ
た
の
が
た
い
へ
ん
嬉

し
か
っ
た
。「
東
京
で
心
温
ま
る
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
」

と
言
い
今
晩
は
そ
の
恩
返
し
だ
と
い
っ
て
奢
っ
て
く
れ
た
。
柄
に
も
な
い
言
葉

を
か
け
た
お
陰
で
た
い
へ
ん
ご
馳
走
に
な
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
Ｗ
市
は
チ
ッ
ポ
ケ
な
地
方
都
市
で
あ
る
た
め
ど
こ
か
に
当
た
る

と
必
ず
知
人
、
友
人
の
親
戚
、
親
、
兄
弟
、
遠
い
姻
戚
に
ぶ
ち
当
た
る
。
決
し

て
悪
い
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

他
に
も
Ｋ
・
Ｆ
子
さ
ん
は
同
期
生
の
お
実
姉
さ
ん
だ
し
、 

Ｍ
・
Ｆ
子
さ
ん
も
僕
の
友
人
の
高
校
で
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
だ
っ
た
。 

平
成
十
七
年
九
月
理
由
あ
っ
て
Ｗ
Ｍ
Ｃ
を
退
会
し
た
と
き
ず
い
分
と 

慰
留
に
努
め
て
く
れ
た
し
Ｗ
市
に
近
い
Ｋ
市
の
Ｙ
・
Ｍ
さ
ん
の
素
敵
な
邸
宅
で

心
温
ま
る
送
別
会
を
催
し
て
く
れ
た
。 

     

単
独
登
行 

十
月
九
日 

快
晴 

八
日
お
昼
頃
、
メ
ル
友
で
も
あ
る
Ｓ
・
Ｒ
子
さ
ん
と
Ｙ
・
Ｍ
子
さ
ん
に 

登
山
計
画
書
を
添
付
し
て
「
穂
高
に
行
っ
て
く
る
」
「
４５
年
前
の
７
月

テ
ン
ト
を
担
い
で
涸
沢
→
奥
穂
→
前
穂
→
上
高
地
を
歩
い
た
こ
と
が

あ
る
が
季
節
も
ち
が
う
し
初
体
験
に
等
し
い
。
慎
重
の
上
に
も
慎
重
に

行
動
す
る
」
「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
会
の
皆
様
に
よ
ろ
し
く
」
と
の
メ
ー
ル
を

送
信
し
た
。 

そ
の
夜
、
二
十
時
就
寝
、
翌
朝
二
時
三
十
分
起
床
、
血
圧
を
三
回
測
定

す
る
。 

家
内
は
早
朝
に
も
関
わ
ら
ず
「
南
高
梅
の
日
の
丸
弁
当
」
を
朝
食
用
と

昼
食
用
に
二
つ
造
っ
て
く
れ
た
。 

自
宅
を
三
時
ジ
ャ
ス
ト
に
出
発
、
四
時
二
十
五
分
大
津
Ｓ
Ａ
で
給
油
、

栗
東
を
過
ぎ
四
時
四
十
五
分
頃
八
日
市
付
近
で
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
競
走
馬
輸

送
車
を
追
い
越
す
。
ボ
デ
ィ
ー
側
面
に
「
フ
サ
イ
チ
コ
ン
コ
ル
ド
」
と

記
さ
れ
て
い
た
。
恐
ら
く
東
京
競
馬
場
で
秋
の
Ｇ-

Ⅰ
レ
ー
ス
に
出
場

す
る
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
で
も
乗
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
競
馬
好
き
の
栗

栖
は
想
像
す
る
だ
け
で
胸
が
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。 

愛
車
「
マ
ー
チ
」
は
快
調
な
エ
ン
ジ
ン
音
を
た
て
五
時
五
十
二
分
小
牧

Ｊ
を
通
過
中
央
自
動
車
道
に
入
る
。
六
時
虎
渓
山
Ｐ
Ａ
で
朝
食
を
と
る
。

六
時
三
十
分
出
発
。 

六
時
五
十
五
分
中
津
川
Ｉ
Ｃ
を
下
り
て
国
道
１９
号
線
を
北
上
、 
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八
時
十
五
分
、
木
祖
村
藪
原
で
左
折
奈
川
村
経
由
、
九
時
十
五
分
「
沢
渡
」
に

到
着
し
た
。 

駐
車
場
は
ど
こ
も
一
杯
で
少
し
待
っ
た
が
運
よ
く
空
き
が
で
き
預
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
一
日
五
百
円
、
四
日
分
二
千
円
を
前
払
い
し
て
九
時
四
十
分
、 

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
。
上
高
地
ま
で
片
道
千
円
だ
っ
た
。
十
時
、
上

高
地
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
到
着
し
た
。
松
本
山
岳
警
備
隊
詰
所
で
登
山
届
を
提

出
、
千
円
で
遭
難
保
険
に
も
加
入
し
十
時
三
十
分
、
上
高
地
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
出
発
し
た
。
河
童
橋
は
観
光
客
で
混
雑
し
て
い
た
。 

記
念
撮
影
す
る
場
所
を
確
保
す
る
の
に
一
苦
労
し
た
。 

十
一
時
十
分
、
明
神
館
着
。
十
二
時
、
徳
沢
に
到
着
。
徳
沢
か
ら
横
尾
に
向
か

う
途
中
明
神
岳
が
見
え
る
河
畔
で
コ
ッ
ヘ
ル
、
バ
ー
ナ
ー
を 

リ
ッ
ク
か
ら
取
り
出
し
湯
を
沸
か
し
コ
ー
ヒ
ー
、
ア
ン
パ
ン
二
個
、 

デ
ザ
ー
ト
に
み
か
ん
一
個
を
食
べ
て
昼
食
を
と
る
。
せ
せ
ら
ぎ
の
音
と
川
風
が

心
地
よ
い
。 

朝
食
の
弁
当
が
た
い
へ
ん
美
味
か
っ
た
の
で
そ
れ
と
同
一
の
昼
食
用
の
弁
当

は
夕
食
に
と
っ
て
置
い
た
。
横
尾
山
荘
は
一
泊
二
食
で
九
千
円
、 

素
泊
ま
り
は
七
千
円
だ
っ
た
の
で
二
千
円
節
約
で
き
る
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。 

十
四
時
、
横
尾
山
荘
到
着
。
直
ぐ
宿
泊
手
続
き
を
し
た
。 

素
泊
ま
り
で
火
を
使
う
場
合
、
屋
外
で
す
る
こ
と
、
食
事
は
屋
内
の
喫
茶
室
で

し
て
も
良
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

七
日
、
八
日
の
連
休
は
談
話
室
も
寝
床
に
代
わ
り
一
枚
の
布
団
に
二
名
寝
る
有

様
で
八
百
人
の
宿
泊
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
ら
し
い
。 

今
晩
は
三
百
人
ほ
ど
の
宿
泊
客
で
あ
っ
た
。 

十
七
時
に
風
呂
に
入
り
十
八
時
に
持
参
し
た
弁
当
と
ト
ン
汁
、
缶
ビ
ー

ル
で
夕
食
を
と
っ
た
。
夕
食
後
、
談
話
室
で
く
つ
ろ
ぐ
。
計
画
書
、 

地
図
、
ア
イ
ゼ
ン
も
持
た
ず
穂
高
に
登
る
猛
者
も
い
た
。 

し
ば
ら
く
山
の
雑
誌
を
開
き
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
談
笑
し
て
い
た

が
八
時
、
302
号
室
に
戻
り
就
寝
し
た
。
302
号
室
は
六
人
部
屋
の
六
人

泊
ま
り
で
あ
っ
た
。 

  

十
月
十
日 

快
晴 

昨
夜
は
殆
ど
眠
れ
な
か
っ
た
。
五
時
起
床
。 

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
点
け
て
屋
外
の
ベ
ン
チ
で
朝
食
の
支
度
を
す
る
。 

朝
食
は
カ
ッ
プ
一
杯
と
1/3
の
水
を
沸
か
し
て
こ
れ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
作

り
、
チ
ー
ズ
少
々
と
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
を
ナ
イ
フ
で
適
当
に
切
り
食
べ
る

だ
け
だ
。 

そ
れ
に
み
か
ん
一
個
を
付
け
て
の
簡
単
な
も
の
だ
。
外
の
気
温
は
２
、

３
度
で
あ
る
。
隣
の
ベ
ン
チ
で
仕
度
を
し
て
い
た
二
十
歳
代
の
女
性
の

ペ
ア
ー
は
な
か
な
か
湯
が
沸
か
な
い
と
嘆
い
て
い
る
。 

見
る
と
バ
ー
ナ
ー
の
周
囲
に
囲
い
が
な
い
。
登
山
専
用
の
「
バ
ー
ナ
ー

用
囲
い
」
を
貸
し
て
や
っ
た
。 

湯
は
割
合
早
く
沸
き
彼
女
達
に
感
謝
さ
れ
た
。 

何
故
湯
が
沸
か
な
い
か
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
や
っ
た
。 

小
学
校
の
理
科
の
授
業
の
よ
う
だ
。
『
囲
い
』
を
ぜ
ひ
登
山
用
品
専
門

店
で
購
入
す
る
よ
う
彼
女
達
に
勧
め
た
。 
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彼
女
達
も
今
日
は
北
穂
ま
で
行
き
北
穂
山
荘
に
泊
ま
る
そ
う
だ
。
し
か
も
ア
イ

ゼ
ン
な
し
で
登
る
と
の
こ
と
。
栗
栖
は
北
穂
に
登
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
た
が

天
気
も
い
い
し
こ
の
時
点
で
登
る
こ
と
に
決
心
が
つ
い
た
。 

空
が
だ
ん
だ
ん
明
る
く
な
っ
て
き
た
。
朝
焼
け
の
前
穂
が
美
し
い
！！ 

早
速
デ
ジ
カ
メ
で
そ
の
景
色
を
撮
影
し
た
。 

五
時
五
十
五
分
山
荘
を
発
っ
て
梓
川
を
左
に
見
て
平
坦
な
林
の
中
の
道
を
進

む
。 

二
十
分
位
歩
い
た
と
こ
ろ
か
ら
少
し
傾
斜
が
き
つ
く
な
っ
て
き
た
。 

左
手
に
屏
風
岩
が
黒
い
シ
ル
エ
ッ
ト
を
残
し
て
突
立
っ
て
居
る
。
冠
雪
と
紅
葉

の
穂
高
も
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

本
谷
橋
六
時
五
十
分
到
着
、
十
分
ほ
ど
休
憩
し
て
涸
沢
に
向
か
う
。
傾
斜
も
急

に
き
つ
く
な
り
道
も
ガ
レ
石
や
尖
っ
た
ゴ
ロ
ゴ
ロ
石
が
多
く
て
歩
き
難
い
。 
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九
時
恋
い
あ
こ
が
れ
て
い
た
涸
沢
に
着
い
た
。 

橘
亡
き
後
，
リ
ユ
子
未
亡
人
が
彼
の
遺
品
を
整
理
し
て
い
た
と
き
、 

山
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
裏
表
紙
に
「
辞
世
の
歌
」
を
書
き
記
し
て
い
る
の

を
発
見
し
た
。
そ
れ
は 

い
ざ
行
か
ん 

永
久

と

わ

の
旅
路
へ
朝
の
露 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

我
待
つ
山
の 

御
前
橘 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

だ
っ
た
。 

栗
栖
は
直
ぐ
冠
雪
と
ナ
ナ
カ
マ
ド
や
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
紅
葉
で
美
し
い

山(

穂
高)

に
向
か
っ
て
橘
が
大
好
き
だ
っ
た
ビ
ー
ル
と
ウ
ィ
ス
キ
ー

を
一
滴
そ
そ
い
だ
。「
橘
、
涸
沢
に
つ
い
た
よ
」
お
前
の
「
我
待
つ
山
」

と
は
「
こ
の
穂
高
に
違
い
な
い
」「
安
ら
か
に
眠
れ
よ
」「
俺
の
行
く
末

を
見
守
っ
て
欲
く
れ
」
と
祈
っ
た
。
勿
論
、
リ
ッ
ク
の
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

ボ
ッ
ク
ス
に
大
切
に
し
ま
い
込
ん
で
い
た 

「
遺
稿
集 

ご
ぜ
ん
た
ち
ば
な
」
を
取
り
出
し
、
雲
一
つ
も
な
い
紺
碧

の
空
に
か
ざ
し
た
。 

も
う
一
度
「
橘
、
来
た
よ
、
安
ら
か
に
眠
れ
」
と
祈
っ
た
。 

「
辞
世
の
歌
」
へ
の
返
礼
と
し
て
栗
栖
は 

い
ざ
こ
ひ
し 

永
久

と

わ

の
契
り
の
友
な
れ
ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

彼
待
つ
山
の 

峰
の
白
雪 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

と
詠
ん
だ
。 

一
杯
八
百
円
の
涸
沢
ラ
ー
メ
ン
と
少
々
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
で
腹
ご
し
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ら
え
を
し
て
い
よ
い
よ
北
穂
へ
の
登
山
に
挑
戦
し
た
。 

涸
沢
ヒ
ュ
ッ
テ
の
標
高
は
二
三
○
九
ｍ
、
北
穂
は
三
一
○
六
ｍ
で 

約
八
○
○
ｍ
の
標
高
差
が
あ
る
。
ヒ
ュ
ッ
テ
か
ら
な
が
め
る
と
ま
る
で
壁
の
よ

う
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。 

九
時
四
十
分
涸
沢
小
屋
右
手
の
北
穂
沢
か
ら
登
り
始
め
る
。
休
み
休
み
高
度
を 

上
げ
ハ
イ
マ
ツ
帯
を
抜
け
大
岩
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
ゴ
ー
ロ
に
出
る
。
岩
ゴ

ロ
の
道
は
岩
に
印
さ
れ
た
白
い
ペ
ン
キ
の
←
、
○
を
目
印
に
進
む
。
南
稜
取
付

き
の
ク
サ
リ
場
目
指
し
左
手
に
斜
上
す
る
。
鎖
と
梯
子
を
上
り
き
っ
た
南
稜
で

ア
イ
ゼ
ン
を
装
着
し
て
し
ば
ら
く
休
憩
す
る
。
リ
ッ
ク
を
担
ぎ
立
ち
上
が
る
と

軽
い
め
ま
い
が
し
て
吐
き
気
が
し
て
息
苦
し
い
。
少
し
頭
も
痛
い
よ
う
な
気
が

す
る
。
軽
い
高
山
病
に
か
か
っ
た
気
が
し
た
。
注
意
深
く
慎
重
に
休
憩
を
多
く

取
な
が
ら
登
っ
て
行
く
。
こ
こ
か
ら
北
穂
の
小
屋
ま
で
こ
の
状
態
で
は
あ
と
二

時
間
は
か
か
る
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
。
中
年
の
男
子
三
人
の
パ
ー
テ
ィ
に
追
い

越
さ
れ
た
。

後
の
人
は
自
分
も
軽
い
高
山
病
で
バ
テ
気
味
で
あ
る
と
言
っ
た
。 

ヤ
ッ
ト
の
思
い
で
涸
沢
槍
、
奥
穂
へ
の
分
岐
、
南
稜
分
岐
に
た
ど
り
着
い
た
。 

も
う
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
北
穂
も
も
う
直
ぐ
だ
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
が

も
危
険

な
場
所
な
の
で
急
ぐ
こ
と
な
く
注
意
深
く
歩
い
た
。 

二
時
二
十
分
、
北
穂
の
頂
上
に
着
い
た
。
標
準
タ
イ
ム
は
三
時
間
で
あ
っ
た
が 

四
時
間
四
十
分
も
か
か
っ
て
い
た
。
追
い
越
さ
れ
た
パ
ー
テ
ィ
の
バ
テ
気
味
で

あ
っ
た
男
が
握
手
を
求
め
て
き
た
。
栗
栖
は
喜
ん
で
握
手
を
か
わ
し
た
。 

雲
一
つ
な
い
晴
天
で
あ
る
。
北
に
目
を
や
る
と
槍
が
す
ぐ
目
の
前
だ
、
槍
の
右

遠
方
に
針
ノ
木
岳
、
旭
岳
、
白
馬
岳
や
鹿
島
槍
が
、
槍
の
左
遠
方
に
は
赤
牛
岳
、 

水
晶
岳
、
鷲
羽
岳
、
黒
部
五
郎
岳
、
薬
師
岳
、
南
す
ぐ
前
に
奥
穂
、
前
穂
が 

東
に
転
ず
る
と
常
念
、
大
天
井
、
燕
の
表
銀
座
コ
ー
ス
、
西
に
転
じ
る

と
笠
ケ
岳
。 

素
晴
ら
し
い
な
が
め
だ
。
苦
労
し
て
登
っ
て
き
た
甲
斐
が
あ
っ
た
。 
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十
月
十
一
日 

ミ
ゾ
レ
、
雪
、
雨 

 

昨
夜
か
ら
今
朝
に
か
け
て
男
子
２４
名
女
子
6
名
計
３０
名
の
客
が
泊
ま
っ
て

い
た
。
横
尾
山
荘
屋
外
で
「
バ
ー
ナ
ー
囲
い
」
を
貸
し
て
や
っ
た
女
性
達
も
宿

泊
し
て
い
た
。
中
に
は
愛
知
県
の
２３
歳
の
独
身
女
性
で
十
日
は
槍
ケ
岳
山
荘

に
泊
ま
り
大
喰
岳
→
中
岳
→
南
岳
→
大
キ
レ
ッ
ト
を
ア
イ
ゼ
ン
も
無
し
に
単

独
行
で
登
っ
て
き
た
可
愛
い
顔
を
し
た
猛
女
も
い
た
。
何
回
も
「
も
う
駄
目
だ
、

死
ぬ
」
と
思
っ
た
そ
う
だ
。「
三
点
支
持
」
の
基
本
を
守
り
「
必
死
で
登
っ
て

き
た
」
と
い
っ
て
い
た
。
そ
の
割
に
は
涼
し
い
顔
を
し
て
い
る
。
話
を
聞
い
て

い
る
だ
け
で
寒
気
が
し
た
。
宿
泊
客
３０
名
の
中
で
自
分
が

も
「
体
力
、
経

験
、
技
術
に
乏
し
い
な
ぁ
～
」
と
思
っ
た
。 

私
の
宿
泊
室
は
二
階
の
「
ノ
ル
ダ
ー
カ
ン
テ
」
と
い
う
粋
な
名
前
の
二
人
部
屋

だ
っ
た
。
気
を
利
か
し
て
隣
に
も
布
団
を
敷
い
て
や
っ
た
が
宿
泊
客
が
来
ず
一

人
で
独
占
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

四
時
ご
ろ
目
を
覚
ま
す
と
雨
の
音
が
す
る
。
山
の
天
気
は
変
わ
り
や
す
い
。 

昨
日
は
あ
ん
な
に
い
い
お
天
気
だ
っ
た
の
に
今
日
は
雨
だ
。 

五
時
起
床
、
ミ
ゾ
レ
混
じ
り
の
雨
に
変
わ
っ
た
。
六
時
頃
、
一
旦
雨
も
止
み
ガ

ス
も
飛
び
槍
始
め
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
が
見
え
た
が
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。 

又
ミ
ゾ
レ
混
じ
り
の
雨
そ
の
後
雪
に
変
わ
っ
た
。 

栗
栖
は
今
日
、
北
穂
か
ら
涸
沢
槍
→
奥
穂
→
涸
沢
の
ル
ー
ト
で
涸
沢
ヒ
ュ
ッ
テ

に
泊
ま
る
予
定
で
あ
っ
た
が
自
分
の
体
調
や
天
候
の
こ
と
を
考
え
予
定
を
変

更
し
て
も
う
一
泊
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
し
た
。
３０
人
中
連
泊
し
た
の
は
自

分
一
人
だ
け
だ
っ
た
。 

山
の
朝
は
早
い
が
十
月
に
な
る
と
小
屋
で
働
い
て
い
る
人
も
五
時
起

床
ら
し
い
。 

六
時
三
十
分
、
昨
夜
泊
っ
て
い
た
３０
名
全
員
一
斉
に
朝
食
を
い
た
だ
く
。 

三
○
○
○
ｍ
の
早
朝
の
道
は
凍
結
し
て
い
る
た
め
概
し
て
出
発
が
遅

い
。
そ
れ
で
も
ベ
テ
ラ
ン
達
は
朝
食
後
直
ぐ
出
発
し
た
。
大
方
の
人
は

涸
沢
に
直
接
降
り
る
ら
し
い
が
昨
夜
か
な
り
酒
に
酔
っ
て
い
た
男
子

三
人
の
パ
ー
テ
ィ
は
涸
沢
槍
→
奥
穂
→
涸
沢
の
ル
ー
ト
を
歩
い
て 

今
日
は
涸
沢
ヒ
ュ
ッ
テ
に
泊
ま
る
と
の
こ
と
。
ガ
ス
と
ミ
ゾ
レ
混
じ
り

の
雨
の
中
カ
ッ
パ
を
着
て
出
発
し
た
。
八
時
に
な
る
と
客
は
私
一
人
と

な
り
心
細
く
な
っ
て
き
た
。
雨
、
雪
が
降
っ
て
い
る
。
今
夜
の
客
は
来

る
の
か
と
心
配
に
な
っ
て
き
た
。 

小
屋
の
従
業
員
は
男
子
四
人
と
二
十
代
後
半
か
三
十
代
始
め
の
若
い

女
性
二
人
の
六
人
だ
っ
た
。
男
女
従
業
員
と
も
感
じ
が
よ
く
物
静
か
で

そ
れ
で
い
て
よ
く
気
が
つ
い
た
。
彼
ら
の
動
き
に
興
味
を
も
っ
て
食
堂

の
椅
子
に
座
り
観
察
す
る
。
朝
食
の
後
片
付
け
と
厨
房
の
掃
除
を
終
え

る
と
手
分
け
し
て
二
階
、
三
階
の
寝
室
の
掃
除
と
寝
具
の
整
理
、
整
頓
、

準
備
を
す
る
係
り
の
人
、
男
女
二
人
の
ペ
ア
ー
は
食
堂
の
担
当
だ
。
テ

ー
ブ
ル
に
椅
子
を
上
げ
、
壁
の
絵
画
を
外
し
丁
寧
に
掃
き
清
め
拭
き
掃

除
を
す
る
。 

そ
の
働
き
具
合
か
ら
い
か
に
小
屋
を
愛
し
て
い
る
か
が
よ
く
わ
か
る
。 

男
性
二
人
は
便
所
と
便
所
奥
の
乾
燥
室
の
掃
除
を
行
い
、
ボ
イ
ラ
ー
、

発
電
機
、
貯
水
槽
の
点
検
等
メ
ン
テ
を
担
当
し
て
い
る
。 

こ
の
小
屋
の
物
静
か
で
心
根
の
や
さ
し
い
従
業
員(

男)

達
も
登
山
者
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が
山
で
遭
難
し
た
場
合
プ
ロ
の
登
山
家
と
し
て
探
索
に
加
わ
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
一
日
の
日
当
は
五
万
円
だ
そ
う
だ
。
従
っ
て
２０
人
で
５

日
捜
索
し
て
も
ら
う
と
五
百
万
円
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

く
れ
ぐ
れ
も
高
い
山
に
登
る
場
合
注
意
と
慎
重
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 
 
 

北
穂
高
山
荘 

前
述
し
た
よ
う
に
八
時
に
は
客
は
栗
栖
一
人
だ
け
に
な
っ
た
。 

北
穂
山
荘
は
頂
上
ま
で
一
、
二
分
の
三
一
○
○
ｍ
の
絶
壁
の
上
に
建
つ
小
屋
で 

あ
る
。
天
気
が
よ
け
れ
ば
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
景
色
が
素
晴
ら
し
い
。
九
時
頃
雨

は
一
旦
止
み
窓
を
通
し
て
正
面
に
右
か
ら
常
念
、
東
天
井
、
大
天
井
、
斜
め
前

方
に
槍
が
見
え
る
。
そ
れ
も
し
ば
ら
く
の
間
で
又
ミ
ゾ
レ
混
じ
り
の
雨
と
な
っ

た
。 

洩
聞
に
よ
る
と
先
代
の
オ
ー
ナ
ー
は 

北
ア
を
題
材
に
描
く
著
名
な
画
家
と 

の
こ
と
現
オ
ー
ナ
ー
は
息
子
さ
ん
で 

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
だ
そ
う
だ
。 

小
屋
の
雰
囲
気
が
と
っ
て
も
い
い
。 

窓
際
の
席
に
す
わ
り
テ
ー
ブ
ル
に 

橘 

一
男
遺
稿
「
ご
ぜ
ん
た
ち
ば
な
」
、 

「
絵
は
が
き
」
数
枚
と
「
ボ
ー
ル
ペ
ン
」
を 

置
い
て
熱
い
コ
ー
ヒ
ー
を 

一
人
静
か
に
飲
む
。
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
ミ
ュ
ウ
ジ
ッ
ク
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

の
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
で
あ
る
。
飲
み
終
え
た
と
こ
ろ
で
遺
稿
集
の
詩

を
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
て
読
む
。
絵
は
が
き
も
書
い
た
。 

ま
ず
橘 

リ
ユ
子
未
亡
人
に
、
熊
野
古
道
同
好
会
の
五
人
に
、 

臨
場
感
溢
れ
る
こ
の
雰
囲
気
を
山
好
き
な
Ｗ
Ｍ
Ｃ
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
娘

全
員
に
出
し
た
い
が
そ
れ
で
は
絵
は
が
き
代
、
切
手
代
、
書
く
労
力
も

馬
鹿
に
な
ら
な
い
。
後
で
「
誰
々
に
出
し
て
私
に
は
く
れ
な
か
っ
た
」

と
嫉
ま
れ
る
の
も
嫌
だ
。
少
し
悩
ん
だ
す
え
会
を
代
表
し
て
皆
な
か
ら

敬
愛
さ
れ
て
い
る
Ｙ
・
Ｙ
さ
ん
に
だ
け
出
す
こ
と
に
し
た
。 

 

橘 

一
男
未
亡
人
へ
の
「
え
は
が
き
」 

 

橘
を
偲
ん
で
秋
の
上
高
地
、
涸
沢
、
穂
高
を
訪
れ
て
い
ま
す
。 

昨
日
は
涸
沢
に
て
彼
が
好
き
だ
っ
た
ウ
ィ
ス
キ
ー
と
ビ
ー
ル
を 

山
（穂
高
）に
向
か
って
一
献
捧
げ
ま
し
た
。 

明
日
は
橘
と
リ
ユ
子
様
が
歩
い
た
思
い
出
の
コ
ー
ス
「屏
風 

パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
」を
通
って
上
高
地
へ
下
り
ま
す
。 

写
真
出
来
上
が
り
ま
し
た
ら
お
送
り
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

十
月
十
一
日 

北
穂
山
荘
に
て 

栗
栖 

 
十
時
三
十
分
頃
一
番
早
い
組
が
登
っ
て
来
た
。
年
は
四
十
代
、
屈
強
な 

男
性
四
人
組
み
、
言
葉
の
訛
り
か
ら
『
大
阪
の
人
』
み
た
い
だ
。 

私
は
Ｗ
市
で
す
が
み
な
さ
ん
は
「
大
阪
」
で
す
か
と
尋
ね
た
。 

「
そ
う
だ
」
と
応
え
た
。
そ
の
中
の
一
人
は
Ｗ
県
Ｈ
市
出
身
で
親
し
み
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が
湧
い
た
。
彼
ら
は
ラ
ー
メ
ン
を
す
す
る
な
り
雨
の
中
、
足
早
に
又
涸
沢
に
下

り
て
い
っ
た
。
現
役
は
辛
い
。
制
約
さ
れ
た
日
程
の
中
で

大
限
の
成
果
を
求

め
て
行
動
し
て
い
る
ら
し
い
。
雨
で
周
囲
の
景
色
が
見
え
な
い
の
が
可
哀
そ
う

だ
。 

次
に
５５
歳
位
の
背
は
低
い
が
が
っ
し
り
し
た
体
躯
で
い
つ
も
怒
っ
て
い
る
よ

う
な
顔
を
し
た
男
が
、
そ
の
す
ぐ
後
に
新
潟
県
柏
崎
出
身
の
Ｎ
青
年
が
小
屋
に

到
着
し
た
。 

彼
ら
が
宿
泊
手
続
き
を
終
え
た
後
、
栗
栖
も
今
日
の
宿
泊
手
続
き
を
し
た
。 

昨
日
、
一
泊
二
食
、
八
千
五
百
円
で
あ
っ
た
が
二
泊
目
は
七
千
五
百
円
で
千
円

安
か
っ
た
。
昨
日
同
様
部
屋
は
「
ノ
ル
ダ
ー
カ
ン
テ
」
と
思
い
込
ん
で
い
た
が

そ
の
隣
の
「
ロ
ー
テ
ル
グ
ラ
ー
ド
」
だ
っ
た
。 

彼
ら
は
二
階
の
部
屋
で
着
替
え
て
こ
ざ
っ
ぱ
り
し
た
服
装
で
濡
れ
た
カ
ッ
パ

や
ス
パ
ッ
ツ
、
ザ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
持
っ
て
下
り
て
き
た
。
そ
し
て
別
棟
便
所
奥

の
乾
燥
室
に
行
っ
た
。
食
堂
に
戻
っ
て
く
る
な
り
二
人
は
夫
々
一
本
千
五
百
円

の
小
瓶
の
ワ
イ
ン
を
買
い
美
味
そ
う
に
飲
ん
だ
。 

栗
栖
は
体
格
が
が
っ
し
り
し
て
い
て
怒
っ
て
い
る
よ
う
な
顔
を
し
た
男
に
ど

ち
ら
か
ら
来
た
の
か
尋
ね
た
。
彼
は
「
山
口
県
か
ら
」
と
応
え
た
。
彼
は
ア
イ

ゼ
ン
な
し
で
登
っ
て
来
た
が
相
当
山
を
経
験
し
て
い
る
山
男
の
風
格
が
た
だ

よ
っ
て
い
た
。 

栗
栖
は
「
新
首
相 

安
倍
晋
三
の
山
口
県
で
す
か
。
山
口
県
は
首
相
の

も 

輩
出
し
て
い
る
県
で
す
ね
」
と
お
世
辞
を
い
っ
た
。 

男
は
怒
っ
た
顔
で
「
俺
は
安
倍
晋
三
が
嫌
い
だ
」
と
い
っ
た
。
そ
れ
以
後 

そ
の
男
と
は
口
を
訊
か
な
か
っ
た
。 

本
格
的
な
一
眼
レ
フ
の
カ
メ
ラ
と
三
脚
を
持
っ
た
中
高
年
夫
婦 

二
組
の
四
人
の
パ
ー
テ
ィ
も
到
着
し
た
。
山
口
県
の
男
も
柏
崎
の 

青
年
も
ワ
イ
ン
を
美
味
し
そ
う
に
飲
む
。
栗
栖
も
い
た
た
ま
ら
な
く 

な
っ
て
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
取
り
に
二
階
に
走
っ
た
。
二
階
、
三
階
の
低
い 

天
井
に
頭
を
思
い
切
り
ゴ
ツ
ー
ン
と
ぶ
っ
突
け
て
戻
っ
て
き
た
。 

ウ
ィ
ス
キ
ー
は
ま
だ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
二
百
五
十
ｍｌ
位
残
っ
て
い
た
。 

Ｎ
青
年
は
す
で
に
ワ
イ
ン
を
飲
み
干
し
て
い
た
。
彼
は
相
当
イ
ケ
ル
口

だ
。
栗
栖
は
青
年
に
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
す
す
め
た
。
二
人
は
濃
い
目
の
ホ

ッ
ト
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
作
り
イ
カ
の
燻
製
や
チ
ー
ズ
、
サ
ラ
ミ
を
肴
に
し

て
飲
ん
だ
。
ウ
ィ
ス
キ
ー
は
瞬
く
間
に
空
に
な
っ
た
。
い
い
気
分
に
な

っ
た
と
こ
ろ
で
昼
食
を
注
文
せ
ず
二
階
の
自
部
屋
「
ロ
ー
テ
ル
グ
ラ
ー

ド
」
に
戻
っ
て
昼
寝
を
し
た
。 

階
下
の
食
堂
が
騒
々
し
い
の
で
午
後
二
時
頃
目
を
覚
ま
し
た
。 

食
堂
に
行
っ
て
み
る
と
福
岡
県
の
山
岳
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
６３
歳
の 

Ｍ
氏
と
高
校
柔
道
部
二
年
後
輩
と
い
う
Ｔ
マ
リ
ン
（
株
）
社
長
の 

Ｎ
氏
の
二
人
が
生
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
た
。 

九
州
男
児
は
豪
快
で
楽
し
い
。 

ビ
ー
ル
を
立
て
続
け
に
二
杯
飲
ん
で
「
焼
酎
は
な
い
か
」
と
小
屋
の 

女
の
子
に
尋
ね
た
。
「
置
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
酒
な
ら
あ
り
ま
す
」
と 

「
じ
ゃ
あ
、
熱
燗
で
」
美
味
し
そ
う
に
飲
む
。 

Ｎ
社
長
は
山
以
外
に
海
釣
を
趣
味
と
し
そ
れ
も
超
大
物
を
ね
ら
っ
て 
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い
る
。
ま
る
で
話
を
聴
い
て
い
る
と
仕
事
を
放
っ
た
ら
か
し
て
取
り
組 

ん
で
い
る
よ
う
だ
。
人
柄
や
発
言
、
態
度
か
ら
こ
う
い
う
会
社
は
意
外 



と
従
業
員
と
う
ま
く
い
っ
て
儲
か
っ
て
い
る
感
じ
が
し
た
。 

壱
岐
、
対
馬
の
対
馬
海
峡
へ
黒
鮪
を
追
っ
て
出
か
け
る
そ
う
だ
。 

競
馬
と
同
じ
で
始
め
て
す
ぐ
大
穴(

大
物)

を
仕
留
め
た
そ
う
だ
。 

５０

ｋｇ
の
大
物
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
病
み
付
き
に
な
り
船
頭
か
ら
情
報 

(

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス)
が
入
る
と
居
て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ
ず
出
か 

け
る
そ
う
だ
。 

か
た
く
ち
鰯
の
餌
を
撒
き
大
き
な
針
に
ト
ビ
ウ
オ
や
鰹
を
付
け
、
竿
を
四
本
位 

漁
船
に
取
り
付
け
て
玄
界
灘
の
海
を
引
っ
張
っ
て
走
る
そ
う
だ
。 

電
動
リ
ー
ル
も
一
個
三
十
万
円
、
竿
も
高
価
な
も
の
に
な
る
と
何
十
何
万
円
も

す
る
そ
う
だ
。
餌
や
漁
船
の
チ
ャ
ー
タ
ー
代
だ
っ
て
高
い
だ
ろ
う
。
話
を
聞
い

て
い
て
趣
味
と
い
う
よ
り
た
い
へ
ん
な
道
楽
だ
と
思
っ
た
。 

あ
る
時
、
八
時
間
格
闘
し
て
も
う
少
し
で
釣
り
上
げ
る
寸
前
糸
を
切
ら
れ
て
逃

が
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
だ
。
引
き
具
合
か
ら
１００

ｋｇ
を
越
す
大
物
だ
と
い
っ
て

悔
し
が
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
の
夢
は
１００
Ｋ
、
２００
Ｋ
の
本
鮪
を
釣
り
上
げ
そ
れ

を
博
多
の
市
場
に
売
っ
て
従
業
員
や
友
人
と
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
を
し
た
い
と

い
っ
て
い
た
。 

彼
ら
二
人
は
明
日
、
恐
怖
の
大
キ
レ
ッ
ト
を
下
り
槍
に
向
か
う
そ
う
だ
。 

８
ミ
リ
の
ロ
ー
プ
、
エ
イ
ト
環
、
カ
タ
ビ
ラ
、
ア
イ
ゼ
ン
も
持
っ
て
い
た
。 

釣
り
と
共
通
す
る
の
か
ロ
ー
プ
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
相
当
な
腕
前
み
た
い
で
あ
る
。 

ボ
ー
ラ
イ
ン
（
も
や
い
結
び
）
、
ダ
ブ
ル
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・
ノ
ッ
ト

（
二
重
テ
グ
ス
結
び
）
と
か
フ
ィ
ギ
ュ
ア
・
エ
イ
ト
・
ノ
ッ
ト
（
８
の
字
結
び
）

と
か
い
っ
て
柏
崎
の
Ｎ
青
年
と
話
し
て
い
た
。 

栗
栖
は
半
場
自
分
の
我
ま
ま
で
Ｗ
Ｍ
Ｃ
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
後
悔
し

た
。
ベ
テ
ラ
ン
達
に
教
え
て
も
ら
え
た
し
沢
登
り
に
も
連
れ
て
い
っ
て

も
ら
え
て
結
び
や
高
等
技
術
を
習
得
で
き
た
の
に
、
こ
れ
か
ら
東
京
で

も
、
大
阪
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
て
初
心
者
の
講
習
会
を
探
し
独

学
と
で
勉
強
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

山
小
屋
の
食
事
は
美
味
し
い
。
今
は
科
学
の
時
代
、
食
料
品
は
ヘ
リ
コ

ブ
タ
ー
で
定
期
的
に
来
る
ら
し
い
。
新
鮮
な
キ
ャ
ベ
ツ
だ
っ
て
ほ
う
れ

ん
草
だ
っ
て
あ
る
。
昨
夜
の
夕
食
は
豚
肉
の
ソ
テ
ー
そ
れ
に
キ
ャ
ベ
ツ

の
千
切
り
と
プ
チ
ト
マ
ト
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
「
人
参
、
ゴ

ボ
ウ
、
小
芋
、
豚
の
角
煮
の
煮
物
」
他
に
一
品
付
い
て
い
た
。
ご
飯
と

味
噌
汁
は
食
べ
放
題
、
飲
み
放
題
で
あ
る
。
今
日
の
泊
り
は
男
子
十
二

名
と
女
子
三
名
で
あ
る
。 

十
四
人
に
対
し
て
は
昨
夕
の
メ
ニ
ュ
ー
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
栗
栖
に

は
夕
食
も
翌
日
の
朝
食
も
特
別
メ
ニ
ュ
ー
で
た
い
へ
ん
美
味
し
か
っ

た
。
何
よ
り
新
鮮
な
野
菜
の
多
い
の
に
驚
い
た
。 

二
十
時
に
就
寝
、
二
十
四
時
、
別
棟
の
便
所
に
行
く
た
め
屋
外
に
出
た
。 

ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
下
界
を
見
る
と
東
南
に
松
本
市
の
灯
が
北
東
に 

長
野
市
街
の
灯
が
見
え
た
。
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
て
美
し
い
。 

月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
白
黒
の
槍
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
た
ま
ら
な
い
。 

そ
の
方
向
に
北
斗
七
星
が
輝
い
て
い
る
。
ヒ
シ
ャ
ク
の
先
を
五
倍
伸
ば

す
と
北
極
星
が
光
っ
て
い
た
。 

星
が
あ
ま
り
に
も
美
し
い
の
で
秋
の
代
表
的
な
星
座
ペ
ガ
ス
ス
を 

見
た
く
て
頂
上
ま
で
登
っ
て
み
る
。 

奥
穂
高
の
空
高
く
南
に
四
つ
の
星
が
四
角
形
に
並
ん
で
い
る 
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こ
ん
な
美
し
い
清
涼

き
よ
ら
か

な
ペ
ガ
ス
ス
座
を
見
た
こ
と
が
な
い
。 

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
よ
る
と
ペ
ガ
ス
ス
座
は
勇
者
ペ
ル
ウ
ス
に
よ
っ
て 

怪
女
メ
ド
ゥ
サ
が
首
を
切
り
落
と
さ
れ
た
時
そ
の
血
が
浸
み
込
ん
だ
所
か
ら

生
ま
れ
て
き
た
天
馬
だ
。 

き
っ
と
「
サ
ン
デ
ー
サ
イ
レ
ン
ス
」
や
「
ス
ズ
カ
サ
イ
レ
ン
ス
」
も
そ
の
側そ

ば

で

眠
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。 

こ
れ
で
明
日
の
天
気
は
保
障
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
！！ 

 

十
月
十
二
日 

快
晴 

 

五
時
起
床
、
思
っ
て
い
た
通
り
快
晴
だ
！！ 

防
寒
服
を
着
て
ご
来
光
を
見
る
た
め
頂
上
に
出
る
。 

三
脚
に
カ
メ
ラ
を
据
え
付
け
て
本
格
的
に
写
真
を
撮
ろ
う
と
待
ち
構
え
て
い

る
三
人
が
い
た
。
栗
栖
の
よ
う
に
小
型
の
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
す
る
者
が
五
、
六

人
い
る
。
空
は
段
々
、
茜
色
と
ブ
ル
ー
の
色
に
変
化
し
て
き
た
。 

南
東
の
空
に
日
本
の
シ
ン
ボ
ル
冨
士
が
そ
の
右
隣
に
甲
斐
駒
ケ
岳
、
Ⅴ
字
の
谷

を
挟
ん
で
北
岳
が
、
間
ノ
岳
が
、
南
ア
ル
プ
ス
連
峰
が
雲
海
の
上
に
た
な
び
い

て
い
る
。
冨
士
の
左
、
東
方
向
に
は
八
ケ
岳
が
、
そ
の
左
は
る
か
遠
方
に
浅
間

山
が
見
え
る
。 

反
対
に
方
向
を
変
え
て
み
る
と
槍
ケ
岳
と
北
鎌
尾
根
独
標
が
直
ぐ
前
だ
。 

そ
の
遠
方
右
に
右
か
ら
針
ノ
木
岳
、
旭
岳
、
白
馬
岳
、
鹿
島
槍
と
続
く
。 
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槍
ケ
岳
の
左
遠
方
に
は
左
か
ら
赤
牛
岳
、
昨
年
の
夏
歩
い
た
水
晶
岳
、

羽
岳
、 

薬
師
岳
が
見
え
る
。
薬
師
の
前
に
黒
部
五
郎
も
見
え
る
。 

西
に
目
を
移
す
と
笠
ケ
岳
が
、
南
西
直
ぐ
目
の
前
に
奥
穂
が
、
吊
り
尾
根
を
介

し
前
穂
が
大
き
な
山
塊
を
突
き
出
し
て
い
る
。 

五
時
五
十
分
頃
、
八
ケ
岳
の
稜
線
が
赤
く
染
ま
っ
て
き
た
。
大
き
な
太

り
始
め
た
。
ご
来
光
だ
！！
頂
上
に
六
時
二
十
分
頃
ま
で
い

な
山
々
の
景
色
を
思
う
存
分
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
気
温
が
低
い
の
で
デ
ジ
カ

メ
電
池
の
容
量
が
少
な
く
な
り
動
き
が
悪
い
。
そ
ろ
そ
ろ
朝
食
な
の

戻
っ
た
。 

朝
食
後
帰
り
仕
度
を
す
る
。
二
日
間
お
世
話
に
な
っ
た
北
穂
山
荘
の
小

お
別
れ
だ
。
記
念
に
ラ
イ
ト
ブ
ル
ー
と
淡
い
オ
レ
ン
ジ
色
の
北
穂
高
小
屋
の
バ

ン
ダ
ナ
を
由
美
子
と
自
分
用
に
買
っ
た
。 

十
日
、
無
我
夢
中
で
登
っ
て
来
た
が
下
り
る
の
に
恐
怖
を
感
じ
る
。

と
に
か
く
氷
の
解
け
る
の
を
待
っ
て
遅
く
出
発
し
よ
う
。 

七
時
五
十
分
、
小
屋
の
従
業
員
に
お
礼
を
述
べ
福
岡
の
Ｍ
さ
ん
や
Ｎ

拶
を
交
わ
し
小
屋
を
出
発
す
る
。 

イ
ゼ
ン
を
装
着
す
る
。
慎
重
を
期
し
て
夫
婦

イ
ゼ
ン
を
外
し
彼
ら
に
別
れ
を
告
げ
て
一
人
で
下
り
る
。
南涸

 

ヒ
ュ
ッ
テ
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
新
雪
のり

 

て
よ
り
き
れ
い
だ
。 

鷲陽
が
昇

て
日
本
の
代
表
的

で
小
屋
に

屋
と
も

 さ
ん
と
挨

頂
上
で
二
、
三
枚
写
真
を
撮
り
ア

二
組
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
お
願
い
し
て
そ
の
後
を
歩
く
。
特
に
松
濤
岩
、
南
稜
分

岐
ま
で
は
危
険
だ
！！ 

ど
こ
か
で
遭
難
し
た
の
か
そ
れ
と
も
遭
難
者
が
い
な
い
か
目
的
は
捜
索
な
の

か
青
い
空
に
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
が
飛
ん
で
い
る
。
嫌
な
音
だ
。 

も
危
険
な
下
り
は
尻
セ
ー
ド
し
て
下
り
る
。 

南
稜
テ
ラ
ス
で
夫
婦
の
パ
ー
テ
ィ
は
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
を
取
る
。 

こ
こ
で
ア

稜
の
取
付
き
鎖
場
や
梯
子
も
無
事
通
過
、
大
岩
が
累
々
と
し
た
ゴ
ー
ロ

を
慎
重
に
下
り
る
。
こ
の
辺
り
で
左
足
の
膝
を
痛
め
た
。
騙
し
騙
し
ゆ

っ
く
り
と
下
り
る
。
ハ
イ
マ
ツ
帯
に
入
っ
た
。
眼
下
に
涸
沢
小
屋
や

沢
ヒ
ュ
ッ
テ
の
赤
い
屋
根
が
、
山
々
の
紅
葉
も
美
し
い
。
高
度
は
涸
沢

よ
り
三
百
米
位
上
ら
し
い
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
一
安
心
。 

栗
栖
は
立
ち
止
ま
っ
て
ザ
イ
テ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
向
か
っ
て 

「
橘
、
橘
、
橘
」
と
大
き
な
声
で
叫
ん
だ
。

十
一
時
五
十
分
涸
沢
ヒ
ュ
ッ
テ
に
到
着
し
た
。 

北
穂
か
ら
涸
沢
ま
で
の
下
り
の
標
準
タ
イ
ム
は
二
時
間
で
あ
る
が
倍

の
四
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

穂
高
と
カ
ー
ル
の
紅
葉
を
眺
め
な
が
ら
そ
の
景
色
を
心
に
焼
付
け
美

味
し
い
生
ビ
ー
ル
を
お
で
ん
と
一
緒
に
「
グ
グ
ッ
ト
」
飲
む
。 

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
も
食
べ
た
。 

二
時
間
も
ロ
ス
し
て
し
ま
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
屏
風
ノ
頭
に
立
ち
寄

橘
が
リ
ユ
子
夫
人
、
お
嬢
さ
ん
と
歩
い
た
パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
を
通
っ
て

新
村
橋
、
徳
沢
か
ら
上
高
地
へ
下
り
る
予
定
で
あ
っ
た
が
人
通
り
も
少

な
い
し
、
膝
を
痛
め
て
い
る
し
、
時
間
的
に
余
裕
も
な
い
し
、 

第
一
、
橘
が
リ
ユ
子
さ
ん
と
ラ
ン
レ
ビ
ュ
ー
し
た
道
を
一
人
で
歩
く
こ

と
に
ジ
ェ
ラ
シ
ー
を
感
ず
る
し
自
分
も
由
美
子
と
歩
き
た
か
っ
た
の

で
次
回
に
廻
す
こ
と
に
し
た
。 

十
二
時
二
十
分
、
涸
沢
を
発
ち
十
日
登
っ
て
来
た
道
を
戻
る
。

涸
沢
よ
り
下
の
紅
葉
は
二
日
前
よ
り
進
ん
で
い
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紅
葉
し
た
ナ
ナ
カ
マ
ド
の
木
を
右
隅

ア
ン
グ
ル
で
写
真
を
撮
る
。 

                     

に
中
央
に
常
念
岳
を
入
れ
た 

木
谷

っ
た
別
の

福
岡
の
二
人

い
ま
す

ね
」
「
後

追
い
越

た
。 

彼
ら
は

十
四
時

本
谷
橋

 

三
重
県
鈴
鹿

健
脚

で
あ
る
。

六

 

も
平
坦
に
な
っ
て
き
た
し
歩
き
易
く
な
っ
て
き
た
。
ピ
ッ
チ
を
速
め

て
歩
く
こ
と
に
し
た
。
十
五
時
横
尾
に
到
着
、
四
、
五
分
休
憩
し
て
徳

沢
に
向
か
っ
た
。 

鈴
鹿
の
ア
ベ
ッ
ク
は
横
尾
で
長
時
間
休
憩
し
て
い
た
の
か
徳
沢
へ
向

か
う
途
中
で
又
追
い
つ
か
れ
た
。
こ
こ
か
ら
は
離
れ
ず
付
い
て
行
っ
た
。 

七
時
二
十
分
上
高
地
に
到
着
し
た
。 

道徳
沢
十
五
時
五
十
分
通
過
、
明
神
館
に
行
く
途
中
知
ら
ぬ
間
に
一
名
加

わ
っ
て
い
た
。
彼
も
五
十
五
歳
位
で
パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
を
通
っ
て
下
り

て
き
た
と
い
う
、 

仕
事
の
関
係
上
、
今
夜
中
に
東
京
へ
帰
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
四
人
で

話
し
な
が
ら
上
高
地
に
向
か
う
こ
と
に
し
た
。 

明
神
館
、
十
六
時
四
十
分
通
過
、
十

辺
り
は
す
っ
か
り
薄
暗
く
な
っ
て
い
て
山
へ
登
る
時
あ
ん
な
に
混
雑

し
て
い
た
河
童
橋
に
は
観
光
客
の
人
影
も
な
く
我
々
四
人
だ
っ
た
。 

橋
手
前
の
急
坂
の
下
り
で
昨
夜
、
北
穂
山
荘
で
同
宿
だ

連
れ
に
追
い
越
さ
れ
た
。
「
相
当
膝
が
や
ら
れ
て

ろ
か
ら
見
て
い
て
痛
々
し
い
」
と
い
わ
れ
た
。 

さ
れ
た
後
、
彼
ら
は
本
谷
橋
で
長
く
休
憩
を
と
っ
て
い

今
日
、
上
高
地
で
宿
泊
す
る
予
定
で
あ
る
。 

十
五
分
、
本
谷
橋
通
過
、 

と
横
尾
の
中
間
位
で
男
は
五
十
五
歳
、
女
は
四
十
五
歳
位
の

市
か
ら
来
た
ア
ベ
ッ
ク
に
追
い
越
さ
れ
た
。
彼
ら
は

や
は
り
「
ず
い
分
膝
が
痛
そ
う
で
す
ね
」
「
そ
の
脚
で
は

時
三
十
分
の

終
バ
ス
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
よ
」
と
い
わ
れ
た
。
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静
寂
の
な
か
梓
川
の
水
だ
け
が
ザ
ワ
ザ
ワ
と
音
を
た
て
て
流
れ
て
い
た
。 

河
童
橋
か
ら
穂
高
を
振
り
返
る
と
稜
線
が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
り
美
し
か
っ
た
。 

（
泊
） 

 

 

 

さ
ら
ば
穂
高
よ
！！ 

S
ee
 y
ou
 a
gai

n.
 

親
友
「
橘 

一
男
」
を
弔
う
こ
と
が
出
来
た
い
い
旅
だ
っ
た
。 

 

（
完
） 

   (

後
記)

 

四
人
相
乗
り
タ
ク
シ
ー
で
沢
渡
の
駐
車
場
へ
、 

十
九
時
十
分
き
そ
こ
ま
山
荘
着
。

十
三
日
（
快
晴
）
九
時
三
十
分
出
発
、
十
五
時
三
十
分
Ｗ
市
に
帰
る
。
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（
附
記
）

 
一
男
遺
稿 

 

橘ご
ぜ
ん
た
ち
ば
な
著
作
集 

抜
粋 

 

ご
遺
族
な
ら
び
に
編
集
者
の
許
可
を
得
て
「
ご
ぜ
ん
た
ち
ば
な
著
作
集
」
の
一

全
文
を
掲
載
し
ま
し
た
。
名
前
は
実
名
で
は
な
く
小
説
名
と
し
ま
し
た
。 

は
じ
め
に 

 

夫
橘
は
生
前
折
々
に
文
章
を
書
く
こ
と
を
楽
し
み
と
し
、
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
好
き
な
花
か
ら
と
っ
て
『
ご
ぜ
ん
た
ち
ば
な
』
と
決
め
、
い
つ

か
小
冊
子
に
で
も
な
れ
ば
と
の
願
望
を
抱
い
て
御
前
さ
ん
に
原
稿

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
こ
の
本
の
形
と
な
り
ま
し
た
。
生
前
、

橘
と
親
し
く
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
嬉

。 

 

、
そ
れ
か
ら
本
年
五

月
九
日
に
亡
く
な
る
ま
で
五
年
二
ケ
月
余
で
し
た
が
、
思
い
返
せ
ば
、 

だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し
で
す
。 

 

向

い
し
た
の
で
す
。 

Ｍ
氏
は
橘
に
対
し
て
も
、
今
度
神
宮
に
連
れ
て
く
る
か
ら
会
っ
て
ほ

き
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
平
成
十
五
年
胃
ガ
ン
と
診
断
さ
れ
、
翌
十
二
月
に
手

テ
ニ
ス
も
時
々
は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

部し
く
存
じ
ま
す

 

橘
に
始
め
て
会
っ
た
の
は
平
成
十
三
年
二
月

た
縁
が
あ
る
と
い
う
の
は
不
思
議
な
も
の
で
、
私
の
勤
め
先
で
あ
っ

た
（
株
）
Ｍ
ユ
ニ
パ
ッ
ク
Ｍ
氏
の
ご
紹
介
で
神
宮
ク
ラ
ブ
へ
私
が
出

き
、
お
見
合

し
い
、
と
何
度
も
懇
請
し
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
橘
も
私
も
そ

の
時
は
結
婚
す
る
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
結
局
結
婚
に

至
っ
た
こ
と
は
皆
さ
ま
ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
縁
を
作

っ
て
く
だ
さ
っ
た
Ｍ
氏
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

始
め
の
二
年
余
り
は
毎
月
の
よ
う
に
山
へ
行

術
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
す
で
に
肝
臓
に
も
転
移
し
て
お
り

ま
し
た
。
し
か
し
体
力
が
回
復
す
る
と
と
も
に
ま
た
近
く
の 

野
山
を
歩
き
、

 

平
成
十
七
年
夏
あ
た
り
か
ら
体
調
が
思
わ
し
く
な
く
な
り
、
横

に
な
っ
て
い
る
時
間
が
多
く
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
文
筆
活
動
も
ぐ
ん
と
減
り
ま
し
た
。

 

今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
い
っ
そ
う
体
調
が
悪
化
し
ま
し
た
。

も
う
こ
の
こ
ろ
は
自
分
の
人
生
を
淡
々
と
受
け
止
め
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

 

橘
の
今
年
の
手
帳
の
末
尾
の
ペ
ー
ジ
に
昨
年
の
暮
れ
に 

書
い
た
と
思
わ
れ
る 

  
 
 

 
 

 
枯
葉
舞
い

き
ょ
う
も
さ
ま
よ
う

分
水
嶺
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四
月
の
ペ
ー
ジ
に
は 

 
 
 

い
ざ
行
か
ん 

で

こ
れ
を
見
つ
け
、
涙
が
と
ま
り
ま
せ
ん
で

写
真
に
添
え
た
こ
と
ば
に 

サ
フ
ラ
ン
の
花
が
好
き
」
と
あ
り
ま
し
た
。 

本
来
十
二
月
末
頃
に

咲
く
「
侘
び
助
」
の
花
が
今
年
は
四
月
に
四
輪
も
狂
い
咲
き
し
ま
し

た
。 

私
が
「
カ
ズ
さ
ん
、
侘
び
助
が
咲
い
て
い
る
」
と
い
う
と
、 

」
と
言
っ
て
じ
っ
と
眺
め
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

ン
ダ
の
黄
色
の
ジ
ャ
ス
ミ
ン
が
こ
ん
な
に
咲
い
た
の

を
見
た

き
あ
ふ
れ
ま
し
た
。 

思
い
だ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば 

幸
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橘 

リ
ユ
子 

 

ハ
癌
デ
ア
ル
。 

ノ
調
ベ
ニ
走
リ
回
リ
、 

、
吾
輩
ガ
主
人
二
取
リ
憑
イ
タ
謂
レ
ハ
、
主
人
ノ
不
摂
生
ニ
因
ル
。 

ニ
子
孫
ヲ
増
ヤ
シ
テ
イ
タ
ガ
、
主
人
ガ
気
ガ
ツ
ク
前
ニ
、 

デ
見
ツ
ケ
ラ
レ
テ
シ
マ
ッ
タ
。 

ノ
三
分
ノ
二
ガ
切
除
サ
レ
、 

幸
ワ
イ
ナ
ル
カ
吾
輩
ノ
子
孫
ガ
肝
臓
ニ
乗
リ
移
ッ
テ
ク
レ
タ
。 

ハ
切
除
サ
レ
ナ
イ
安
楽
ノ
場
所
デ
ア
ル
ガ
、
吾
輩
ノ
嫌
イ
ナ
薬
物
ガ 

人
ノ
生
活
態
度
モ
改
マ
ッ
テ
、
住
ミ
難
イ
環
境
ニ
ナ

永
久
の
旅
路
の
朝
の
露 

 
 
 

ち
ぎ
れ
る
雲
を
惜
し
み
つ
つ  

我
待
つ
山
の
御
前
橘 

の
歌
が
あ
り
ま
し
た
。
「
辞
世
の
句
だ
よ
」
と
言
っ
て
い
た
も
の

す
。 

橘
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
に

し
た
。 

Ｍ
学
院
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
卒
業
生

「テ
ニ
ス
を
愛
し
、
花
を
愛
し
た
橘
の
た
め
か
、

橘
は
「
そ
う
だ
な
～

同
じ
頃
、
ベ
ラ

こ
と
が
な
い
と
言
う
ほ
ど
咲

 

こ
の
本
を
通
し
て
皆
さ
ま
に
橘
を

で
す
。 

 
 

平
成
十
八
年
九
月 

 
 
 

 

吾
輩
ハ
癌
デ
ア
ル

 

吾
輩

今
ノ
主
人
ニ
取
リ
憑
イ
テ
三
年
ニ
ナ
ル
。 

名
前
ハ
始
メ
、
胃
癌
ト
呼
バ
レ
タ
ガ
、
今
ハ
肝
臓
癌
ト
呼
バ
レ
テ
イ
ル
。 

吾
輩
ガ
発
見
サ
レ
、
告
知
サ
レ
ル
ト
、
主
人
ト
細
君
ハ
驚
キ
、
主
人
ハ
遺

言
ニ
、
細
君
ハ
遺
産
相
続

吾
輩
ノ
存
在
ハ
重
要
視
サ
レ
タ
ノ
デ
ア
ル
。 

 

抑
モ

夜
遅
ク
マ
デ
ノ
飲
酒
、
タ
バ
コ
、
遅
イ
食
事
、
睡
眠
不
足
、
精
神
不
安
、 

イ
ズ
レ
モ
吾
輩
ニ
ハ
好
条
件
デ
ア
ル
。 

初
、
吾
輩
ハ
長
イ
期
間
ヲ
カ
ケ
テ
主
人
ノ
胃
壁
ニ
取
リ
憑
キ
、 

深
ク
静
カ

健
康
診
断
ト
ヤ
ラ

ソ
シ
テ
結
果
的
ニ
吾
輩
ノ
周
囲

吾
輩
ノ
存
在
モ
「
コ
レ
マ
デ
」
ト
思
ワ
レ
タ
ガ
、 

 

コ
コ

投
入
サ
レ
、
マ
タ
主

ッ
テ
イ
ル
。 
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シ
カ
シ
、
吾
輩
ハ
本
来
的
ニ
人
間
細
胞
ノ
異
性
体
デ
ア
ル
カ
ラ
シ
テ
、 

年
齢
ニ
関
係
ナ
ク
人
間
ノ
ア
ラ
ユ
ル
臓
器
―
胃
、
腸
、
肝
臓
、
肺
等
― 

ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
女
性
器
ノ
子
宮
、
乳
房
、
男
性
器
ノ
前
立
腺
カ
ラ
筋
肉
部
マ
デ
取
リ

 

、
一
度
取
リ
憑
ク
ト
、
血
液
ヤ
、
リ
ン
パ
腺
ニ
潜
リ
込
ン
デ
他
ノ
臓
器
ヘ 

ッ
タ
ガ
、
人
間
社
会
ノ
進
歩
ト
共
ニ
環

ト
モ
呼
バ
レ

ワ
レ
テ
イ
ナ
カ
ッ
タ
。 

モ
、
防
腐
剤
、
漂

第
二
ニ
、
食
器
類
ヲ
含
メ
タ
日
用
品
ハ
、
石
油
化
学
製
品
ニ
満
チ
溢
レ
テ
イ
テ
、 

ク
解
ッ
テ
イ

ニ
活
動
シ
、 

レ
カ
ラ
後
モ
、
吾
輩
ハ
子
孫
モ
仲
間
モ
増
ヤ
シ
タ
イ
ト
希
望
ス
ル
。 

ル
。 

主
人
モ
苦
ル
シ
イ
筈
デ
ア
ル
。  

輩
ニ
モ
同
ジ
ク
云
エ
ル
コ
ト
デ
、 

イ
タ
イ
。 

ソ
シ
テ

終
的
ニ
、
吾
輩
ノ
仲
間
ト
子
孫
ガ
主
人
ヲ
支
配
ス
ル
コ
ト
ヲ 

年
５
月
１５
日
） 

 
 

憑
イ
テ
、
仲
間
ヲ
増
殖
ス
ル
コ
ト
ガ
デ
キ
ル
。

マ
タ

乗
リ
移
ル
コ
ト
ガ
デ
キ
ル
ノ
デ
、
甚
ダ
厄
介
者
ト
思
ワ
レ
テ
イ
ル
。 

 

昔
ハ
吾
輩
ノ
存
在
ハ
余
リ
注
目
サ
レ
ナ
カ

境
ガ
変
ワ
リ
、
人
間
ノ
生
活
様
式
モ
変
化
シ
テ
キ
テ
、
生
活
習
慣
病

ル
コ
ト
ガ
ア
ル
。 

第
一
ニ
、
食
物
ニ
ツ
イ
テ
ハ
、
昔
ハ
今
ホ
ド
化
合
物
ガ
使

肥
料
、
殺
虫
剤
等
ノ
農
薬
、
或
イ
ハ
洗
剤
、
又
添
加
物
ニ
シ
テ

白
剤
、 

着
色
剤
、
増
量
剤
、
香
料
、
調
味
料
・
・
・
。 

コ
レ
ラ
ハ
加
熱
ニ
ヨ
ッ
テ
僅
カ
ニ
溶
ケ
出
ス
。 

一
度
ノ
摂
取
量
ハ
微
量
デ
ア
ロ
ウ
ガ
、
毎
日
毎
回
ノ
コ
ト
デ
ア
ル
。 

 

コ
レ
ラ
ノ
中
デ
何
ガ
吾
輩
ノ
異
性
体
化
ヲ
促
ス
ノ
カ
、
吾
輩
自
身
ヨ

ナ
イ
。 

一
番
大
キ
ナ
変
化
ハ
、
人
間
ノ
生
活
様
式
デ
ア
ロ
ウ
。 

兎
ニ
角
、
二
十
四
時
間
ノ
サ
イ
ク
ル
デ
不
規
則

ソ
ノ
間
ニ
、
酒
、
タ
バ
コ
、
食
事
、
睡
眠
ガ
ト
ラ
レ
ル
。 

斯
様
ナ
環
境
下
デ
、
吾
輩
ハ
主
人
ニ
取
リ
憑
イ
タ
ノ
デ
ア
ル
。 

コ主
人
ハ
吾
輩
ヲ
抹
殺
シ
タ
イ
ト
思
ウ
ダ
ロ
ウ
。 

シ
カ
シ
、
直
チ
ニ
吾
輩
ヲ
抹
殺
ス
ル
コ
ト
ハ
、 

主
人
自
身
ヲ
モ
抹
殺
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ

吾
輩
ノ
嫌
イ
ナ
薬
ガ
投
入
サ
レ
ル
ト
、
吾
輩
ハ
悶
エ
苦
シ
ム
ガ
、 

同
類
デ
ア
ル
ガ
故
ニ

コ
レ
ハ
相
反
ス
ル
コ
ト
ダ
カ
ラ
闘
イ
デ
ア
ル
。 

 

五
年
以
上
ド
チ
ラ
カ
ガ
生
存
ス
ル
カ
ト
イ
ウ
意
味
ノ

五
年
生
存
率
ナ
ル
指
数
ガ
ア
ル
ラ
シ
イ
。 

コ
レ
ハ
吾

五
年
後
モ
吾
輩
ノ
子
孫
モ
仲
間
モ
生
キ
残
ッ
テ
モ
ラ

ソ
コ
デ
吾
輩
ハ
コ
コ
暫
ク
ハ
共
存
ヲ
望
ム
。 

企
テ
テ
イ
ル
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 

（
平
成
１６

 
憑
ク

抑
モ

謂
レ
ハ

因
ル

斯
様
ナ

悶
エ

ツ

 
 

ヨ
ク

 
 

イ

 
 

ヨ

 
 

カ

ヨ

ウ

 
 

モ
ダ

暫

ク

シ
バ
ラ
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初

冬
 

 

一 
 

う
つ
り
す
ん
で
の
、
か
ま
が
や
へ
、 

 
 
 

に
も
そ
の
ま
ま
に
、
こ
が
ら
し
を
、 

 
 
 

に
わ
の
さ
ざ
ん
か
、
い
ろ
づ
い
て
、  

 
 

し
か
れ
ど
も
、 

 
 

し
き
の
は
な
ば
な
、
さ
き
き
そ
い
、 

 
 
 

 

 
 

や
ま
の
お
ち
ば
は
、
か
さ
こ
そ
と
、 

ま
と
い
つ
く
お
と
、
こ
こ
ち
よ
く
、 

ふ
じ
を
な
が
め
つ
、
ひ
だ
ま
り
を
、 

ぶ
じ
を
ね
が
い
つ
、
わ
れ
は
い
く 

（
平
成
１６
年
１２
月
１０
日
） 

 
 

気
に
も
止
め
ず
に
時
が
過
ぎ 

 

 
 

あ
な
た
が
く
れ
た
接
吻
で 

水
し
ぶ
き 

 
 

白
い
ス
ー
ツ
が
ま
ぶ
し
く
て 

 

四 
 

二
人
静
か
に
行
く
道
は 

い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
並
木
道 

（
平
成
１７
年
９
月
１２
日
） 

 

 
 
 

ま
ど
の
わ
び
す
け
、
は
な
ひ
ら
く
。 

 

ニ 
 

わ
び
す
け
の
、 

 
 
 

し
ろ
い
は
な
び
ら
、
き
よ
け
れ
ど
、 

 
 
 

お
ち
る
す
が
た
は
、
か
な
し
く
て
、

 
 
 

ひ
と
の
い
の
ち
も
、
か
く
や
あ
り
な
ん
。 

 

三

 
 
 

か
な
ら
ず
、
め
ぐ
る
き
せ
つ
に
は
、 

 

い
の
ち
の
い
ぶ
き
、
め
で
る
た
の
し
さ
。

 

四

 
 

 

外
苑
の
並
木
道

一 
 

な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
咲
く
頃
に 

 
 
 

初
め
て
会
っ
た
野
球
場 

  
 
 

再
び
会
っ
た
並
木
道

 

二 
 

夏
の
夜
空
に
咲
く
花
火 

 
 
 

ラ
イ
ト
に
浮
か
ぶ
絵
画
館 

  
 
 

か
す
ん
で
見
え
た

 

三 
 

友
だ
ち
に
囲
ま
れ
て 

 
 
 

二
人
が
誓
う
記
念
館 

  
 
 

銀
杏
並
木
も
黄
金
色 

雪
に
舞
う
日
は
こ
ど
も
ら
が 

雪
を
投
げ
合
う
遊
園
地 
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訳
者
よ
り 

 
 

「
サ
イ
ラ
ス 

マ
ー
ナ
ー
物
語
」
の
時
代
背
景 

 

２００
年
前
の
１９
世
紀
始
め
の
イ

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
頃
イ
ギ
リ
ス
は
海
外
の

地
政
策
を
進
め
、
国
内
で
は
産
業
革
命
と
近
代
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
大

代
に
あ
た
り
ま
す
。 

ツ
で
起
き
た
宗
教
革
命
は
欧
州
各
国
に

表
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
当
時
の
国
王

ト
リ
ッ
ク
と
決
別
し
、
英
国
国
教
会
を

創
立
し
た
こ
と
で
す
。
こ
の
時
、
「
清
廉
な
」
教
会
を
要
求
す
る
グ
ル
ー
プ
が

プ
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
と
呼
ば
れ
、
彼
ら
の
信
条

中
庸
）
が
国
民
性
に
あ
っ
た
の
か
勢
力
を
伸

ク
教
徒
を
基
礎
と
す
る
国
教
会
派
の
迫
害

世
紀
の
始
め
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
逃
れ
、
新
天
地
ア

カ
へ
移
住
し
、 

。
国
教
会
派
は
国
の
保
護
を
受
け
、
貴

族
、

権
階
級
に
浸
透
す
る
一
方
、
中
、
下
級
層
で
は

ピ
ュ

ば
し
て
い
き
、
迫
害
さ
れ
な
が
ら
も
、

１７

リ
タ
ン
革
命
を
起
こ
し
、
こ
れ
以
後
、
英
国
国
教
会

は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
占
め
る
こ

１８
世
紀
後
半
に
は
ア
メ
リ
カ

、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
起
き
、
ナ

す
が
イ
ギ
リ
ス
の
遠
征
に
は
失
敗
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

徒
達
が
ア
メ
リ
カ
へ
移
住
し
て
い
き
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
タ
ン
ヤ
ー
ド
の
人
々
は
カ
ソ
リ
ッ
系
の
再
洗
礼
会
派
（
彼

あ
る
い
は
、
人
の
絆
の
大
切
さ
が
言
い
た
い
の
か

「
サ
イ
ラ
ス 
マ
ー
ナ
ー
物
語
」
は
今
か
ら
約

ギ
リ
ス
の
片
田
舎
が
舞
台
に
な

植
民

英
帝
国
繁
栄
の
花
が
開
き
始
め
る
時

 

そ
れ
以
前
に
１６
世
紀
始
め
に
ド
イ

広
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
全
く
別
の
形
で

の
離
婚
問
題
を
契
機
と
し
て
ロ
ー
マ
カ

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
グ
ル
ー

（
清
廉
、
誠
実
、
勤
勉
、
倹
約
、

ば
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
カ
ト
リ
ッ

を
う
け
、
彼
ら
の
一
部
は
１７

メ
リ

ア
メ
リ
カ
独
立
の
礎
と
な
っ
た
の
で
す

大
地
主
、
司
教
な
ど
の
特

ー
リ
タ
ン
は
ま
す
ま
す
勢
力
を
の

世
紀
中
頃
に
ピ
ュ
ー

と
に
な
り
ま
し
た
。 

の
独
立

ポ
レ
オ
ン
が
欧
州
の
王
制
を
打
破
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
根
づ
か
せ
た
の
で

又
、
１９
世
紀
に
入
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
併
合
し
、
独

立
し
た
ア
メ
リ
カ
は
モ
ン
ロ
ー
主
義
と
称
し
て
国
土
の
拡
大
と
、
内
政

の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１９
世
紀
中
頃
に
起
き
た
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
大
飢
饉
で
た
く
さ
ん
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
や
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

以
外
の
異
教

ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
購
入
、
あ
る
い
は
獲
得
し
た
土
地

へ
定
住
し
て
い
き
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
西
部
開
拓
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
で

は
蒸
気
機
関
、
自
動
織
機
が
発
明
さ
れ
、
手
織
り
は
衰
退
し
、
大
工
場

が
建
設
さ
れ
、
新
た
に
産
業
資
本
家
が
台
頭
し
て
来
ま
し
た
。 

 

以
上
が
「
サ
イ
ラ
ス 

マ
ー
ナ
ー
」
の
書
か
れ
た
前
後
の
大
ま
か
な

国
内
、
国
際
情
勢
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
み
ま
す
と
、
「
サ
イ
ラ
ス 

マ

ー
ナ
ー
」
は
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。 

国
教
会
派
は
教
会
（
チ
ャ
ー
チ
）
へ
、
非
国
教
会
派
は
各
会
派
の
礼
拝

堂
（
チ
ャ
ペ
ル
）
へ
行
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
マ
ー
ナ
ー

を
含
む
ラ

ら
は
成
人
後
に
洗
礼
を
受
け
て
い
た
）
と
思
わ
れ
、
ド
ー
リ
ー
ウ
ィ
ン

ス
ロ
ッ
プ
夫
人
を
含
め
た
ラ
ブ
ロ
ー
の
人
達
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
で
、
彼

女
の
言
葉
に
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
特
徴
が
出
て
い
ま
す
。 

 
そ
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
へ
変
わ
っ
て
行
く
課

程
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
作
者
は
大
地
主
の
没
落
を
言
い
た
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
知
れ
ま
せ
ん
。 

私
は
始
め
、
何
気
な
く
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、
ど
ん
ど
ん
惹
き
入
れ
ら
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れ
て
い
き
、
本
気
で
翻
訳
し
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
り
ま
し
た
。
翻
訳
し
終

え
て
、
と
て
も
１５０
年
前
に
書
か
れ
た
と
は
思
え
ま
せ
ん
。 

そ
れ
は
時
代
も
国
も
違
い
ま
す
が
、
人
間
の
本
質
が
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
の
口
を
使
っ
て
言
っ
て
い
る
言
葉
は
な
に
か

格
言
じ
み
た
重
み
を
感
じ
ま
す
。
情
景
と
、
心
理
描
写
は
実
に
巧
み
で
、
ま
る

で
ア
ニ
メ
か
劇
画
を
想
像
さ
せ
ま
す
が
、
劇
作
家
の
ヘ
ン
リ
ー 

ル
ー
ス
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
た
の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。 

 

翻
訳
に
あ
た
り
、
な
る
べ
く
解
り
易
く
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
つ
と
め
ま
し

た
。
そ
し
て
、
直
訳
す
る
と
日
本
語
と
し
て
不
明
瞭
な
部
分
は
私
流
に
、
本
文

の
意
を
汲
ん
で
意
訳
し
ま
し
た
の
で
、
原
文
と
読
み
比
べ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

（
平
成
１７
年
５
月
） 

d
 c
las

si
c/
Gl
ob
e F

ea
ro
n 
Ed
uca

ti
on
al
 P
ubl

is
he
r
 

で
す
。
原
本
の
行
間
・
余
白
に
は
鉛
筆
や
赤
ペ
ン
で
ぎ
っ
し
り
書
き
込

み
が
あ
り
、
苦
心
の
跡
が
み
ら
れ
ま
す
。
巻
末

ど
の
く
ら
い
理
解
で
き
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
６０
個
の
設
問

は
全
問
に
解
答

に
ま
じ
め
な
性
格
に
改
め
て
感
服
し
ま
し
た
。 

す

が
、
当
改
訂
版
の
日
本
語
訳
は
出
版
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

よ
り
理
解
し
て
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。 

  

※ 

ラ
ン
タ
ン
ヤ
ー
ド
・
・
・ 

 
 
 
 
 

地
名 

※ 

ド
ー
リ
ー
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ッ
プ
夫
人
・
・
・
親
切
な
ラ
ブ
ロ
ー
の
婦
人 

※ 

ラ
ブ
ロ
ー
・
・
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 

地
名 

      

翻
訳
原
本
に
つ
い
て
（
編
集
者
注
） 

  

こ
こ
に
所
収
し
た
「
サ
イ
ラ
ス 

マ
ー
ナ
ー
物
語
」
の
日
本
語
訳
は

橘 

一
男
さ
ん
が
平
成
十
七
年
の
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
わ
ず
か

一
月
半
と
い
う
短
い
期
間
で
翻
訳
を
仕
上
げ
た
、
ま
さ
に
脅
威
の
作
品

で
す
。 

 

原
本
と
な
っ
た
本
は
「
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｓ 

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
」
（ A

n 

A
da
pt
e

1
99
6
 

）
こ
れ
は
英
語
学
習
の
副
読
本
用
に
ア
メ
リ
カ
の
教
化
書
出
版

社
が
原
書
の
改
訂
版
と
し
て
出
版
し
た
も
の
で
す
。
原
書
よ
り
言
葉
を

修
正
し
、
多
く
の
文
章
と
段
節
を
短
く
し
、
単
純
化
し
た
と
英
語
版
の

編
集
者
が
述
べ
て
い
ま
す
が
そ
れ
で
も
１
０
０
ペ
ー
ジ
近
く
あ
る
本

の
数
ペ
ー
ジ
は
読
者
が

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
付
録
部
分
に
つ
い
て
も
橘
さ
ん

を
書
き
込
ん
で
い
ま
す
。
才
能
の
豊
か
さ
と
集
中
力
に
感
心
す
る
と
共

 
な
お
、
原
書
の
日
本
語
訳
は
岩
波
文
庫
か
ら
土
井
治
訳
が
あ
り
ま
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編
集
者
よ
り 

 

の
は
、
平
成
十
六
年
五
月
、
Ｅ

ん
、
Ｓ
・
Ｃ
さ
ん
、
Ｙ
・
Ｋ
さ
ん
と
一
緒
に
練
馬
の
お
宅
に
招
か
れ
た
折

支
極
機
嫌
の
い

ル
の
上
に
差
し

い
と
言
わ
れ
た
よ
」

な
自
分
の
病
気
を
こ
の
よ

う
な
か
た
ち
で
表
現
す
る
度
量
と
文
章
力
の
両
方
を
讃
え
た
つ
も
り
だ
っ
た
。 

見
れ
ば
彼
の
背
後
に
あ
る
本
棚
に
は
常
用
日
記
が
何
年
分
も
並
ん
で
い
る
。 

習
慣
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。 

数
日
後
、
原
稿
用
紙
に
筆
ペ
ン
で
清
書
し
た
『
吾
輩
ハ
癌

ル
』
と
新
た
に
「
白
侘
助
」
が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
一
ケ
月

落
で
自

け
た
会
」
が
テ
ニ
ス
交

 

橘 

も
っ
ち
ゃ
ん
の
病
状
を
詳
し
く
知
っ
た

ち
ゃ

の
こ
と
で
す
。 

 

お
リ
ユ
さ
ん
の
心
づ
く
し
の
、
初
夏
の
味
わ
い
あ
ふ
れ
る
手
料
理
の
お
も
て

な
し
、
み
な
に
ぎ
や
か
に
談
笑
。
病
人
と
は
思
え
ぬ
快
活
さ
で

い
橘
も
っ
ち
ゃ
ん
が
「
こ
れ
、
読
ん
で
」
と
無
造
作
に
テ
ー
ブ

出
し
た
一
枚
の
紙
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

広
告
チ
ラ
シ
の
裏
に
手
書
き
で
な
に
や
ら
ギ
ッ
シ
リ
書
か
れ
て
い
る
。
「
吾

輩
ハ
癌
で
ア
ル
」
と
あ
る
。
日
常
目
に
し
な
い
漢
字
と
カ
タ
カ
ナ
の
文
章
は
読

み
に
く
い
。
し
か
し
き
わ
め
て
明
快
な
、
短
い
言
い
切
り
型
の
文
章
は
、
少
し

お
酒
の
回
り
始
め
た
頭
に
も
は
っ
き
り
と
飛
び
込
ん
で
き
た
。
癌
を
茶
化
し
、

擬
人
化
し
、
ガ
ン
に
な
り
き
っ
た
「
吾
輩
」
が
語
っ
て
い
る
。
肝
臓
ガ
ン
に
変

身
し
て
い
る
こ
と
も
さ
り
気
な
く
語
っ
て
い
る
。
心
臓
は
ド
キ
ン
と
鳴
っ
た
が
、

私
か
ら
出
た
言
葉
は
「
お
も
し
ろ
い
！
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

「
橘
も
っ
ち
ゃ
ん
、
文
章
う
ま
い
ね
。
お
も
し
ろ
い
！
」
。「
は
っ
は
っ
、
こ

れ
病
院
で
書
い
て
看
護
師
さ
ん
に
見
せ
た
ら
、
お
も
し
ろ

と
愉
快
そ
う
。「
い
い
じ
ゃ
な
い
。
な
か
な
か
書
け
な
い
よ
。
こ
う
い
う
ふ
う

に
は
」
。
い
ろ
い
ろ
考
え
こ
ん
だ
に
違
い
な
い
深
刻

 

書
く

 

そ
れ
か
ら

デ
ア

位
の
う
ち
に
「
花
菖
蒲
園
」
、
官
能
小
説
風
に
書
い
て
み
た
と
い
う
「
危

な
い
ゲ
ー
ム
」
、
抗
ガ
ン
剤
治
療
の
再
開
前
に
と
、
紀
行
文
「
御
坂
峠

か
ら
黒
岳
へ
」
。 

 

彼
は
筆
が
早
い
。
苦
も
な
く
書
け
る
様
子
。
無
理
し
て
書
く
と
ど
う

し
て
も
冗
長
で
無
駄
な
装
飾
的
文
章
に
な
っ
た
り
す
る
も
の
だ
が
そ

れ
が
な
い
。
地
で
書
け
る
ら
し
い
。
闘
病
し
な
が
ら
の
執
筆
、
書
く
こ

と
に
集
中
し
て
い
る
と
き
は
楽
し
い
時
間
で
あ
る
よ
う
だ
。
洒

ら
つ
け
た
戒
名
が
「
庭
球
登
山
物
書
居
士
」
。 

こ
こ
に
掲
載
し
た
す
べ
て
が
そ
の
後
一
年
間
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
分
野
は
多
岐
に
わ
た
り
、
よ
く
下
調
べ
も
し
て
い
る
。 

「
サ
イ
ラ
ス 

マ
ー
ナ
ー
物
語
」
は
病
院
帰
り
に
神
田
の
古
本
屋
で
買

っ
た
英
語
の
原
書
を
、
面
白
い
、
楽
し
い
と
い
い
な
が
ら
翻
訳
を
し
た

と
い
う
。
こ
ん
な
才
能
が
あ
っ
た
の
か
と
驚
か
さ
れ
る
。 

 

当
初
私
は
、
神
宮
ク
ラ
ブ
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
を
発
行
し
、
そ
こ

に
掲
載
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
「
昭
和
ひ
と

流
だ
け
で
な
く
文
芸
誌
を
発
行
し
て
い
る
の
を
見
て
、
次
の
世
代
―
終

戦
前
後
の
私
た
ち
世
代
も
何
か
始
め
よ
う
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
メ
イ

ン
ラ
イ
タ
ー
で
た
の
む
わ
と
言
っ
た
ら
彼
は
快
諾
し
ペ
ン
ネ
ー
ム
ま

で
用
意
し
た
。「
橘
も
っ
ち
ゃ
ん
の
作
品
だ
け
で
一
冊
の
本
が
で
き
る
」

と
言
っ
た
ら
、
「
本
に
し
た
い
ね
。
み
ん
な
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
。

そ
し
て
感
想
を
き
き
た
い
」
と
も
。 
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橘
も
っ
ち
ゃ
ん
、
生
き
て
い
る
間
に
こ
の
「
ご
ぜ
ん
た
ち
ば
な
著
作
集
」
を
作

る
こ
と
が
出
来
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い
。 

遺
稿
集
と
な
る
こ
と
を
あ
な
た
も
暗
黙
に
了
承
し
な
が
ら
、
原
稿
を
送
っ
て
く

れ
て
い
ま
し
た
よ
ね
。
私
は
延
ば
し
延
ば
し
が
命
を
延
ば
す
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
少
し
は
期
待
を
し
て
い
た
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
前 

真
澄 

和
５６
年
４
月
か
ら
で
あ
る
。
橘
は
そ
の
時
、
関
東
支
店
販
売
課

に
も
か
か
わ
ら
ず
組
織
や
体
制

ホ
テ
ル
に
戻
る
と

栗
栖
は
二
級
整
備
士
や
三
級
整
備
士
を
教
え
て
い
た
ト
レ
セ
ン
イ
ン

、
特
約
店
出
向
の
経
験
を
生
か
し
支
店
販
売
課
で
抜
群

 

大
き
な
波
の
う
ね
り
に
は
勝
て
ず
Ｍ
石
油
は
Ｄ
石
油
と
合
併
し
て

Ｃ
石
油
に
生
ま
れ
変
わ
り
Ｍ
石
油
産
業
も
Ｃ
Ｔ
＆
Ｓ
（
株
）
と
い
う
商

書
き
と
な
っ
た
。 

橘
は
じ
め
多
く
の
先
輩
・
同
僚
・
後
輩
に
お
礼
を
い
い
た
い
。 

 

あ
と
が
き 

橘 

一
男
と
親
し
く
交
際

つ
き
あ
い

始
め
た
の
は
Ｍ
石
油
子
会
社
の
Ｍ
石
油
産
業
に 

出
向
し
た
昭

に
所
属
し
て
い
た
。
栗
栖
は
橘
の
仕
事
を
引
き
継
ぎ
橘
は
新
製
品
の
開
発
に
携

わ
る
販
売
企
画
部
に
転
属
し
た
。 

当
時
か
ら
つ
い

近
ま
で
国
内
石
油
会
社
は
メ
ジ
ャ
ー
と
い
わ
れ
る
国
際
石

油
資
本
に
猛
攻
撃
を
受
け
て
熾
烈
な
シ
ェ
ア
ー
争
い
を
し
て
い
た
。 

Ｍ
石
油
は
優
秀
な
社
員
を
多
く
抱
え
て
い
た

の
不
備
か
ら

も
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
た
石
油
会
社
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
Ｍ
石
油
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
体
制
を
立
て
直
す
た
め
次
々
に
子
会

社
が
生
ま
れ
我
々
中
堅
層
は
出
向
し
て
行
っ
た
。 

小
説
の
中
で
は
「
酒
を
飲
ん
だ
の
」「
テ
ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
を
し
た
」「
山
菜
取
り

に
行
っ
た
」
と
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
書
い
て
い
る
が
親
会
社
と
異
な
り
「
や
れ

ピ
ン
は
ね
会
社
だ
の
、
他
人
の
フ
ン
ド
シ
で
相
撲
を
取
っ
て
い
る
の
だ
」
と
の

の
し
ら
れ
、
た
い
へ
ん
な
辛
酸
を
舐
め
た
。
特
に
親
会
社
に
残
っ
た
連
中
は
冷

た
か
っ
た
。
引
継
ぎ
で
関
東
一
円
の
特
約
店
、
代
理
店
を
巡
っ
た
と
き

新
進
気
鋭
の
中
間
管
理
職
で
あ
っ
た
二
人
は
毎
晩

今
の
会
社
が
社
会
的
に
認
め
ら
れ
一
本
立
ち
す
る
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
激
論
を
交
わ
し
た
。 

橘
は
現
在
で
も
Ｃ
Ｔ
＆
Ｓ
（
株
）
に
お
い
て
大
き
な
利
益
源
と
な
っ
て

い
る
商
品
の
開
発
中
心
人
物
で
あ
る
。 

ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
成
績
を
収
め
昭
和
６２
年
１２
月
海
外
研
修
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

 

事
会
社
と
な
り
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。 

定
年
間
際
又
宿
命
的
に
橘
と
Ｃ
ペ
ト
ロ
テ
ッ
ク
（
株
）
で
一
緒
に
仕
事

を
す
る
こ
と
と
な
り
後
は
小
説
通
り
の
筋

栗
栖
は
学
校
教
育
よ
り
も
企
業
教
育
に
よ
っ
て
育
て
上
げ
ら
れ
た
人

間
で
あ
る
。
そ
う
い
う
理
由
か
ら
Ｍ
石
油
、
Ｃ
石
油
で
机
を
並
べ
た 

特
に
入
社
当
時
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き

ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
横
浜
市
の
Ｍ
・
Ｒ
氏
に
こ
の
場
を
借
り
て 

感
謝
と
お
礼
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
十
八
年
十
月
三
十
日 

栗
栖 

靖 
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